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　その日、わたし、峰みね岸ぎし春はる奈な二十七歳が仕事の帰りに奇妙なバーに寄ったのは、社内ですれ違った男性からドリンク一杯を無料で飲めるという、お得な券を貰もらったからだ。まさかその行動が、平凡なＯＬであるわたしが信じがたい冒険に巻き込まれる引き金になるとは、その時にはまったく気がつかなかった……。




「あーあ、缶チューハイを冷やしておくのを忘れちゃったな」

　今日は金曜日の夜だというのに、わたしには彼氏のひとりもいないため、週末には暇を持て余してしまう。唯一の楽しみである家飲み用のお酒が冷えていないという残念な状況に気づき、小さくため息をつきながら会社の廊下をファイルを抱えて歩いていた。

　すると、時々顔を合わせる取引先の男性にすれ違いざまに声をかけられた。

「あ、峰岸さん、こんにちは」

「こんにちは、桜さくら川がわさん。お疲れさまです」

　彼は、我が社の女性社員の間で噂うわさになっている、ちょっと可愛い系のイケメンだったので、名前を呼んでもらえてラッキー、と少々気分が上がって挨拶をした。

　イケメン桜川さんは、親しみやすい笑顔で言った。

「お疲れさまです。峰岸さんは、いつお見かけしても真面目そうでビシッと決まっててかっこいいですね……え？」

　彼は途中で言葉を切った。

「それってまさか、嘘うそだろ!?」

「お褒めいただきましてありがとうございます。そして、何が嘘なんですか？」

　会社でもプライベートでも真面目キャラであるわたしは、クールにお礼を言ったのだが、じっとわたしの手元を見ていた彼は笑顔を消して叫んだ。

「あああーっ！　嘘、いや、嘘じゃない？」

「……ええと、どうしましたか？　桜川さん、大丈夫ですか？　本当にお疲れさまみたいですけど」

　彼の語尾が変な風に上がった事が気になった。よく見ると、桜川さんの目の下にはクマらしきものができている。

　だが、彼はさらに挙動不審な行動をとった。

「ひゃわっ、それ、それ」

　彼はわたしの持つファイルの方を指差しながら、その場でステップを踏んでいる。

　この人は仕事が忙しくて、ちょっと頭が変になっているのかもしれない。せっかくイケメンなのに、もったいない話である。

「うお、マジか、これはもう、絶対運命！」

「なんの運命を感じられたのでしょうか」

　刺激を与えてはいけないと思い淡々と尋ねると、彼の奇妙な態度はさらにエスカレートした。わたしを指差したまま、周りをぐるぐると回り始める。

　これはかなりイッちゃってるな、とわたしは悲しい目で彼を見た。

「桜川さん、わたしを囲んで『ひとり盆踊り』をするのはやめてもらえませんか？」

　ふお、とか、むっふ、とか、興奮しながら奇声を発している彼は、わたしの言っていることが理解できないようだ。

　こんな状態になるまで社員を放置しておくなんて、彼の会社は酷すぎる。いくら顔が良くても精神状態がここまで不安定な男性とはお付き合いや結婚をするのは難しいのだから、会社の責任で世の独身女性のためにも早めの修理……ではなく治療をして欲しい。

　そして桜川さんが治った暁には、怪しいダンスを優しく見守ったお礼としてごはんのお誘いなんかしてもらえたら、独身をこじらせているわたしにとって大変ナイスな展開である。

　というわけで、わたしは桜川さんの目をじっと見つめながらできるだけ優しく言った。

「……桜川さん、お疲れさまです。疲労の蓄積が激しいように見受けられますが、大丈夫ですか？　お仕事が辛いのを我慢していませんか？　かなり心身の調子がおかしいご様子なので、早めに産業医に相談することをお勧めします」

　桜川さんの会社もうちと同じように大企業だし、福利厚生なんかもしっかりしているだろうから、無理せずに相談したほうがいいと思う。

　こんな風に、よその会社の廊下で踊り出すなんていう挙動不審な態度をとられたら、イメージダウンにつながって桜川さんの所の会社としても良くないと思うから、きっと治るまで休ませてくれるだろう。

　しかし、彼はわたしの忠告をろくに聞かず、ぶつぶつとわけのわからないことを言っていた。

「ここで会ったが百年目？」

「はあ？　なんですか、それ。わたしは桜川さんの親の敵ではありませんので、突然物騒な発言をなさるのは控えていただけますか」

「あれ、日本語の使い方を違ったか？　まあいいや」

「よくありません」

　彼は親の敵レベルにわたしを恨んでいるような発言をしたにもかかわらず、なぜか嬉うれしそうな様子で、わたしの右手の甲を馴なれ馴れしく「はい、引き継いでください」と言いながらぽんと軽く叩たたいた。

　その瞬間、叩かれたところが光ったように見えた。

「ええと、今のは……」

「峰岸さんに逢あえて、本当に良かったです！　これぞ天の導き、偉大なる神の采配なのです」

「あ、はい、どうも……じゃなくって、なにをするんですか？　セクハラですよ！」

　いきなり手を触られたわたしは後ろに飛び退いて抗議した。自慢じゃないが、異性と接触するのは満員電車でぶつかる時くらいなのだ。しかし頬を染めた桜川さんは怯ひるまない。

「運命とはこういうことなんですね！」

「……運命、ですか？」

　逢えてよかった……運命……ということはまさか、これは口説かれているのだろうか？

　おひとりさまＯＬに、いよいよ春がやってきたということ？

　え、どうしよう、嬉しい。

「桜川さん……」

　わたしは頬に手を当てて彼を見た。たぶん、赤く染まっているはず。それがお年頃の乙女が告白された時の正常な反応だと思うから。

　取引先のイケメン男性は、胸のポケットから名刺大の紙を取り出した。

「そういうことで、よかったらこれをどうぞ！」

「まあ、ありがとうございます。なんでしょう？」

　急に気持ちが盛り上がってきたわたしは、いい笑顔と共にカードを貰った。

「え？　ドリンク券？」

　それは連絡先を書いた紙ではなく、どこかのお店の１ドリンク無料チケットだったので、わたしは桜川さんに尋ねた。

「なぜ、これをわたしに？」

「はい、そこはいい店なんで、ぜひとも、絶対に、行ってくださいね、間違いなく今夜に！　わかっています、峰岸さんはお暇なんでしょう？　これは運命なんですよ。では失礼します！」

「え、待って、ちょっ」

「楽しい夜を！　いい店ですから！　絶対今夜に！　行ってください！」

「この店に、ひとりで行ってこいと？」

「行ってらっしゃい！」

　キラキラした瞳で、爽やかに笑いながらイケメン桜川は廊下を去っていく。熱心にお店に行くことを勧めながら。

　彼の意図が全然わからない。

「……ありがとうございます」

首をかしげつつも、わたしは去っていく彼にお礼を言い、ひきつった笑顔で見送ってから改めて渡されたチケットを見た。

「……って、渡すだけじゃなく、飲みに誘ってくださいよ！　桜川さんってばわたしの名前まで知ってるじゃない！　『峰岸さん、今夜これから一緒に飲みませんか？』の一言がなぜ言えないの？」

　わたしは突っ込んだが、その声は誰もいない廊下に虚しく響いただけだった。

「おのれ、桜川め……乙女心を弄んだ罪は重いのですよ……」

　彼は人なつこい雰囲気のイケメンだし、コミュニケーション力にも優れていたので、我が社の女性陣に人気があるが、わたしは別に彼のことを憎からず思っていたわけではない。というか、名前を知られているだけでもびっくりするくらいに関わりのない男性だ。

　なので、ぶつぶつ文句を言いながらも気を取り直して「で、お酒が飲めるわけ？」とカードを再度見た。そこには『ＲＩＮーＮＥ』という店の名前が書いてあり、裏返すと簡単な地図が載っている。

「あ、このお店、ここから歩いていける距離だ。んー、たまには知らない場所で飲んでみるかな。家ではチューハイも冷えてないし、ナイスタイミングかも」

　ひとりでいることに慣れると、どんなところでもひとりで行けるようになる。焼肉もひとりで美味しくいただけて、ニンニク臭を気にせずにキムチをつまみに生ビールをぐいっといけるようになる。

　しかし、冷静に考えると『峰岸春奈二十七歳よ、本当にそれでいいのか？　お前はおっさんではなく妙齢のか弱き女性だぞ？』とセルフ突っ込みを入れたくなってしまうのだった。

　たまには誰かちょいとイケてる男性と差しで飲んでみたい。

　でもって、「あ……なんだか今夜はお酒が回るのが早いみたい。酔ってきちゃった」とか言って、腕につかまって男性の匂いのひとつもくんくん嗅いでみたい。

　少しためらいがちに「大丈夫？　ちょっと休んでいく？」って下心満載で言われてみたい。

　……言われてみたい！

　一度も言われたことないから、言われてみたい！

　でもって「ここで少し横になろうか」なんていつの間にか予約されてたおしゃれ系のホテルに連れて行かれて、本当は結構お酒が強いんだけど、ふらふらと酔った振りをしてしなだれかかって、勢いでついてっちゃった風を装って、部屋に入ってベッドに横になって、あれ、エッチなことはやっぱりお風呂とか入ってからにしたいけど、このシチュエーションだとどうしたら自然とお風呂に入る状況に……。

「あ。今日のパンツはベージュだった」

　ベージュのパンツが、わたしの楽しい妄想を袈け裟さ斬りにしてくれた。

　ベージュのパンツでは、イケメンとのめくるめく素敵なパッションナイトを迎えることはできないのだ。

　脱いだらベージュ。

　脱がせたらベージュ。

　どちらにしてもテンションが下がることはなはだしい。

「……今度、ブラとお揃そろいのパンツを買おう。今のブラは、端っこがちょっとほつれてきたし……妄想するのはそれからだな、うん」

　誰にも見せるあてがないのでほつれたブラにベージュのパンツを身につけているわたしは、今夜もひとり酒を覚悟して、割引チケットを大事にしまったのであった。




　会社が終わり、残業を頼まれないようにさっさと退社をすると、わたしは手早く身支度をしてチケットに書かれた地図の場所に行く。

　明日からは脱・ベージュのパンツということを決意したわたしだったが、今日は脳内で妄想することすら許されないと非常に悲しい気持ちで、『ＲＩＮーＮＥ』と書かれたドアを開けた。

　そこは、五十人くらいは座れそうな、やや広めのバーだった。

　ただし、お客さんがたったのひとりしかいなかった。

「え……いらっしゃいませ？」

　カウンターからバーテンダーが、なぜかためらいがちにわたしに声をかけ「なんで入れたんだろう」と呟つぶいた。それと同時に、グラスを片手に立ったまま腕時計を眺めていた、背の高い茶髪の男性客がわたしを見て驚いた顔をした。

「……君は、我が社の……峰岸春奈くん？」

「あ、吉よし野のヶが里りさんですね。こんばんは」

　わたしはスーツ姿のその男性が、会社の三つ上の先輩である吉野ヶ里来らい人とだと知って、少しドキドキしながら挨拶をした。

「やあ、こんばんは」

　まさか我が社の有名人である吉野ヶ里さんがわたしの名前を知ってるなんて。デキるイケメンは、何事にも卒がないようだ。

『難題は吉野ヶ里に任せろ』と営業部のお助けキャラにされるほど、どんな困難な案件でも素晴らしいパソコンスキルと天性のセンス、そして心に響くプレゼン力で見事にものにしてしまう彼は、我が社の若きエリート社員であり、取引先にも「吉野ヶ里くんに任せておけば安心だ」と男女問わずファンが多い。外国語にも堪能で、海外との取引も担当している。

　そんな有名社員に出会い感動したわたしは、風で乱れた髪をささっと撫なで付けた。

　うちの会社が誇る吉野ヶ里さんは、なんでも外国の血を引いているらしく、明るい茶色の髪にグリーンの瞳をした、大変見目のよろしい男性だ。その実力と端正な容姿のせいで社内でも目立っているし、もちろんかなりモテる。

　あまりにも世界が違うため、モデル並みにカッコいいエリート社員にお近づきになろうなどと考えたこともないが、これがハイスペイケメンというものかと日頃から観察させていただいている。

　会社に緑の瞳のイケメン王子がいるなんて、まるでテーマパークのようだ。

　だが、わたしは無駄なエネルギーを使いたくないので、彼のことをきゃあきゃあ言いながら噂する女性社員たちからは、そっと距離と置かせていただいている。

　もしかすると、このテンションの低さが、わたしをパッションナイトから遠ざけている原因なのかもしれないが、さすがに吉野ヶ里さんを相手にパッションナイトを夢見るほど身の程知らずではない。

　パンツがベージュであることを差し引いても、だ。

　というわけで、わたしは営業用の笑みを口元に浮かべ「お疲れさまです。では」と彼から離れた席を確保しようとした。

「ちょっと待って。峰岸くんがどうしてここへ来たの？」

　そのイケメン代表の吉野ヶ里さんがグラスを持ったままわたしに近づき、本当に不思議そうな顔で見たので、来てはいけなかったのかなと首をひねる。

「もしかして、今夜はお店の貸切の日なんですか？」

　桜川さんは「今夜に行って」と念を押していたけれど……。

　至近距離でイケメンを見てしまった衝撃で笑顔を消したわたしの鋭い目つきに怯んだのか、吉野ケ里さんは困ったように言った。

「うーん、そんなような違うような……貸し切っているわけではないけれど、峰岸くんが店内に入って来られたのがびっくり、みたいな感じかな？　あ、でも、悪い意味じゃないからね、プライベートで会えたのは嬉しいし。ただ、理由が知りたかっただけだよ」

　二枚目の吉野ヶ里さんが、意外にも人なつこい笑みを浮かべて言った。仕事中にはあまり見せない表情だ。というか、こんな顔を見たら、女子社員がうっとりして使い物にならなくなると思う。

　いや、別に、わたしは、少年のような表情で可愛いな、きゅん、などとは思っていない。

『プライベートで会えたのは嬉しい』という言葉を何度も繰り返して頭の中で再生しているけれど、それが社交辞令だということはしっかりと自分に言い聞かせている。

　なんとか冷静さを保ちつつ、わたしは言った。

「店内に入って来られたとおっしゃいますが、ドアを開けたら普通に入れました。特に罠わななど仕掛けられていませんでしたし」

　わたしは冗談で罠と言ってみたのだが、彼は真面目な顔で答えた。

「まあ、罠と言うかなんというか、一応そんなようなものがあって……え？」

「このようなものをいただきましたので、さっそく来てみたんですけど」

　わたしが割引券を取り出すと、吉野ヶ里さんが驚いたような声で言った。

「峰岸くん、それはどうしたの？」

「はい？　これは桂かつら商事の桜川さんにいただきました。いい店だから必ず今夜行くようにと強くお勧めされたんですけど」

「桜川？　ザンが峰岸くんにこの店に繋つなががる招待状を渡したって？　ま、まさか!?　ちょっと見せてくれ」

　吉野ヶ里さんはグラスを乱暴に置くと、わたしの右手を握った。

　おお、もしや、口説くのか？

　ハイスペイケメン代表、輝ける吉野ヶ里来人が、平凡アラサーＯＬ峰岸春奈を大胆にも口説くのか？

　熱い緑の瞳がわたしの手の甲を凝視する。

　口説くなら、ちゃんと目を見て欲しい！

　エメラルドグリーン・アイズ、ヘイ、カマン！

　しかし、吉野ヶ里さんはわたしの手の甲から視線を外さずに言った。

「呪印花が移されている……」

　ジュインカ……なんだそれは？

　流行りの歌のタイトルか！

　声に出さずに突っ込み、わたしは吉野ヶ里さんの説明を待つ。

　すると、吉野ヶ里さんの言葉を聞いたバーテンダーのお兄さんが、片手をカウンターの上についたかと思うと、「呪印花が移っているだって？」と叫んで、なんとこの高さをひらりと乗り越えてきた。

　おいおいお兄さん、カッコ良いではないか！

　しかも、この人もかなりのイケメン……おや、驚いたことに、彼は青い瞳をしている！

　そしてイケメンバーテンダーもわたしの右手の甲を見つめ始めた。寂しい独身ＯＬのわたしには、盆と正月が同時に来たような状況だ。

　わたしの目の前には、エメラルドとサファイアの熱い視線で見つめてくるイケメンふたり……って、ふたりとも手じゃなくて目を見て欲しい。

「確かにこれは、ザンが持っているはずの呪印花ですね。『魔導師のサグレア』に間違いありません」

　バーテンダーが言った。吉野ヶ里さんも「うーん」とうなって顎に手を当てながら言う。わたしは自分の手を見たが、そこにはなにも見えない。いつもの、ネイルすら塗っていないちょっとささくれのあるわたしの手だ。

　しかし、吉野ヶ里さんは澄んだグリーンの瞳をきらめかせながら、わたしの手の甲を撫でた。会社の王子さまに手を撫でられたわたしは、『セクハラ！』と叫ぶこともできずにその場で固まってしまう。

「なぜ峰岸くんに呪印花を移すことができたんだ？　この世界の人間に。この世界には魔力などないはずなのに」

「考えられるとしたら、おそらくこの女性は『適合者』だということなのでしょう」

「『適合者』だって？　あれは伝説じゃなかったのか？」

「火のないところに煙は立たない、と言いますからね。『適合者』は実在したのでしょう」

　魔力とか伝説とか、いい歳したイケメンが中二病的な会話をするのはやめて欲しい。わたしも調子を合わせてかっこいいポーズを構え、『ブラックアンビバレントサンダー！』なんて必殺技を出さなければならないのだろうか。

　しかし、わたしは純真無む垢くなＯＬ（またの名を、現実には存在しない生き物）を装って言った。

「あの、お話中にすみません、吉野ヶ里さん。ここはそういうコンセプトのバーだったのですか？　例えば、テーブルゲームを楽しむお客さんが集まるとかの……」

「峰岸くん！」

　わたしの質問をスルーして、吉野ヶ里さんがわたしの手をがしっと握った。

　え、やっぱり口説くのだろうか？

　よし、来るがいい！

「すまないが、ザンが無断で君に呪印花を移してしまったようだ」

　残念ながら不発だった。桜川さんに続いて、吉野ヶ里さんにまで裏切られた。

「吉野ヶ里さんの言っている意味がわかりません」

　期待を裏切られてちょっと不機嫌なわたしは棒読みで言った。しかし、美しい瞳を持つイケメン王子である吉野ヶ里さんは、まったくダメージを受けた様子はない。むしろ、端正な顔をアップで見てしまったわたしのダメージの方が大きい。ベージュのパンツを履いているというのに、乙女のようにときめいて、顔が火照ってしまう。

　いや、わたしは本当に乙女なのだ。男女交際的な意味で。

「こ、この手を離してください！」

　ひったくるようにして手を自由にしたが、恐ろしいイケメンはさらなる攻撃をしてきた……わたしの両肩をぐぐっとつかんで、またしても顔をアップで見せつけてきたのだ。

「峰岸くん！」

「ち、近いです！」

　近い！　ヤバい！　カッコいい！

　わたしの脳内で妄想が渦巻きそうになったが、吉野ヶ里さんはそんなことにはおかまいなく苦悩の表情を浮かべて言った。

「なにも知らない峰岸くんを巻き込んでしまって、本当にすまないと思う。けれど、運命のいたずらか神の導きかわからないが、伝説の『適合者』だったんだよ、君は」

「意味がわかりませんってば。吉野ヶ里さん、聞いてますか？　ここは社外ですが、ここまで行動されると立派なセクハラだと判断いたしますし、しかるべき場所に相談を……」

　そう、セクハラなのだ。

『吉野ヶ里さんはわたしのことを好きなのね』なんてお花畑のようなことを考えてはいけない。

　けれど、やっぱり彼はわたしの話を聞かずに、わけのわからない説明を熱心に続けた。

「ザンがなぜこのようなことをしたのかわからないが、『魔導師のサグレア』はすでに峰岸くんに同化してしまっている」

「あのですね、わたしには意味わからないんで、このイベントをまったく楽しめません。基本的な説明をしていただいてもよろしいですか？」

　いつもは非常に論理的で仕事ができる男性の吉野ヶ里さんは、なぜだかものすごく動揺していて、わたしの言葉が耳に入らないようだ。がっちりと肩をつかみ、セクハラだと言っているのに全然わたしを離してくれない。

「聞いてくれ。本来ならば、わたしとペアを組むはずの魔導師のザンが、彼の持つ魔導師としての能力の証、つまり『魔導師のサグレア』の呪印花を峰岸くんに移してしまったんだ。そのため、君がわたしのペアになってしまった。まさか、こんなことが現実に起こるとは……すまない峰岸くん！」

「謝られても余計にわかんないです！」

　心底すまなそうな顔で、髪を振り乱しながら頭を下げるイケメンを見て、わたしは不安になってきた。

　このゲームは、そんなに真剣に行われているものなのだろうか？

　で、桜川さんのやるはずだった魔導師役をわたしが務めることになった、という理解で良いのだろうか。

「ええと、桜川さんの代わりにわたしがなんらかのゲームに加わって、魔導師になればいいのだと解釈すればいいんですよね？　それくらいのことなら、実力に目をつぶっていただけるのなら、今夜は暇なので、わたしで良ければお付き合いしますよ」

　すると、吉野ヶ里さんは信じられないといったような表情になった。

「わたしと付き合ってくれるのか……ありがとう、ありがとう峰岸くん！　君の尊い自己犠牲の精神には頭が下がるよ。もう一度言わせてもらう、ありがとう！」

「ど、いたしまし、て」

　吉野ヶ里さんが、美しいグリーンの瞳をきらめかせて言うものだから、わたしはうっかり見とれてしまった。そして、またしても頬が熱くなるのを感じる。

　非常にヤバい。

　これではわたしが、枯れたアラサーＯＬから初々しい恋する乙女にジョブチェンジしてしまったようではないか。

　ううむ、この春奈さんをうっとりさせるとは、この男はただ者ではない。

　ただ者ではない吉野ヶ里さんは、両手でわたしの手を取った。これもセクハラカウントに入るのだが、さっきからあまりにも肉体的な接触が多いものだから、わたしは慣れてきてしまったようだ。

　つまり、さほど悪くない。

「この責任はわたしが取らせてもらう」

「……責任って？」

　え、まさかのプロポーズ？

　そんなわけがない。付き合うと言ったのはゲームの話で、結婚を前提とした男女交際の事ではないのだ。平凡なＯＬの分際で、勘違いしてはいけない。

「申し訳ありませんが、どういった責任を取ろうとお考えなのかを具体的に述べていただきたく思います」

　手をぎゅっと握って感激する吉野ヶ里さんにわたしが言うと、吉野ヶ里さんは「そういう冷静な峰岸くんに……わたしはぐっとときてしまうのだが。この気持ちはなんだろう……」とわたしから目を逸らした。その時バーテンダーが「殿下、それでは時間になりますので始めましょう」と言った。

　吉野ヶ里さんは『殿下』というゲームのキャラネームなのだろうか。

　なら、わたしはハルナにしようと思う。

『魔導師ハルナ』……かっこいいではないか。

　わたしはなんだか楽しくなってきた。ひとり孤独に過ごそうとした週末だったのに、イケメンと一緒にゲームをすることになったのだ。

　その時バーテンダーが、右手をさっと横に振った。途端に、店内のテーブルと椅子がすべてなくなった。

「ええええっ、今のは何がどうなったんですか？　すごい収納システムですね！」

　何もなくなったフロアを見て、わたしは感心して言った。

「どこにしまったのか、全然わかりませんでした……よ……？」

　床いっぱいに、白い光で描かれた模様が浮き上がっているのに気づいた。テーマパークのアトラクション並みのすごい仕掛けである。

　同時に、わたしは右手の甲に違和感を覚えた。

「わ、何ですか、これ？　床と同じ模様が手についているんですけど」

　吉野ヶ里さんに握られた自分の手の甲を見ると、同心円に花が組み合わさった模様が白く浮き上がっていた。

「力が発動したから、峰岸くんにも見えるようになったようだな」

「発動？　何が起きたんですか？　こんなものを、いつ付けたんですか？」

「ザン……桜川が君に移した呪印花だよ」

　そういえば、桜川さんがわたしの手に触ったっけ。

「峰岸くん、これからよろしく頼む」

　そう言いながら、彼は自分の手を持ち上げてわたしに見せた。笑顔の吉野ヶ里さんの右手の甲には、わたしのとは違う花の模様が浮き上がっている。

「吉野ヶ里さんにも花がついていますね。タトゥーシールですか？」

「これはわたしの呪印花の『勇者のセレスタール』だ。つまり、君とわたしは呪印花の力で結ばれたと言うことだな」

「だから、『呪印花で結ばれる』の意味がわかりませんってば！」

「時間が限られているから、詳しい説明は向こうでゆっくりさせてもらう」

　そう言うと、吉野ヶ里さんはわたしの右手を握ったまま上に持ち上げた。

「ふたつの呪印花よ、その力を現せ！」

　吉野ヶ里さんがそう言った途端、ふたつの手の模様からまばゆい光が２本立ち上った。それらは互いにくるくると巻き付き合ってから、店内を満たした。

「ひゃあああああああうええええええええ？」

　なぜ『きゃあ』と言えないんだ、自分！

　眩まぶしさに目を細めると、吉野ヶ里さんが言った。

「さあ、行くぞ、スヴェンダルガへ！」

「それ、どこやねーん！」

　動揺のあまりにしまっておくことができず、脳内から外へ突っ込みおじさんが現れてしまったわたしは、吉野ヶ里さんと手をつないだまま光に飲み込まれた。

　そして、世界がぐるりと回った。




　やがてわたしの足の裏が固い床に触れ、どこかに着地したことがわかった。

　閉じていた目をおそるおそる開けると、周りを取り巻く光が薄れて消えるところだった。ここはいったいどこなのだろう。

「お帰りなさいませ、殿下、そして魔導師ザン・ブラ……コ……」

　明らかに日本語ではないのに、なぜかわたしには意味が分かるという、不思議な言葉が聞こえた。

　見ると、古代ギリシャ人が着ていたような感じの白い服を着た年配の男性が、なにかを言いかけた口を開けたまま、向かい合って手をつなぐわたしたちを凝視している。

「いや、ザン……ではない？　なぜ彼ではなく……その女性はいったいどうなさったんですか？」

　白いおじさんに首を振りながら聞かれても、わたしにもなぜだかわからない。

　そこは、日本では見られないような白っぽい石造りの部屋だった。床を見ると、わたしの右手の甲と同じ模様が白く光っていて、やがて消えた。

「……ここは、どこですか？」

「見事だったよ、峰岸くん。僕たちの息はぴったりだ」

　向かい合う吉野ヶ里さんが満足そうな顔で、左手の指先をネクタイの結び目に引っ掛けて、緩めた。なぜ左手かというと、右手はわたしの右手とつないだままだからだ。

　その仕草とか、出っ張った喉仏とかがあまりにもセクシーだったので、ぼうっとその姿に見とれていたわたしは、「ありがとうございます、吉野ヶ里さん」と返事をしてから「……いやいやいや、見事って言われても、わたしはなんの仕事もしていないんですけど！」と声をあげた。

「ちょっと吉野ヶ里さん、これ、どういうことですか？　ここはどこですか？　わたしたちになにが起きたんですか？」

　すると、吉野ヶ里さんは「峰岸くん、落ち着きたまえ」とわたしに涼やかな声をかけ、優しく笑った。そして、表情を引き締めて、なぜか『ザンブラコザンブラコ』とわけのわからないことを呟いている白い服の男性に指示を出した。

「よし、この案件について緊急ミーティングを開くぞ。速やかに会議室の用意をしろ。出席者の人数は極力抑えるんだ」

「は、はい、ライタスティール殿下！」

　スーツの似合うできる男、めっちゃかっこいいわ！

　こんな状況でもうっかりみとれてしまった。イケメンは罪である。

「峰岸くん、足がふらついたりしていないか？　異世界転移は慣れない者には負担がかかるからな。歩けそうか？」

「いえ、体調にはまったく異常がみられません。ありがとうございます」

「さすがだな、峰岸くん！」

　なぜか、誉められた。

　そして吉野ヶ里さんは、つないだ右手を離すと今度は左手でわたしの右手を握りなおした。しかも、指を絡めた恋人つなぎだ。

　恋人つなぎだ！

　生まれて初めての恋人繋ぎに感銘を受けているわたしが震えていると、できる男の吉野ヶ里さんが「気分は大丈夫？」と尋ねてくれた。

「あ、いえ、大丈夫です。めまいなどの症状もありません」

「そうか。社内でも感じていたが、君は本当にしっかりものだな。真面目な働きっぷりにはいつも感心させられていたよ」

「ありがとうございます」

　意外にも、吉野ヶ里さんは社内でわたしのことを見てくれていたようだ。

「しかしながら、自覚していない心的衝撃があったかもしれないからな、しばらくはこうしていよう。いくらかは心強いだろう？」

　彼は繋いだ手を振ると、茶目っ気たっぷりのウインクでわたしの心を和ませてくれる。

　ああ、吉野ヶ里さん。

　あなたはどこまで親切なイケメンなのだ。

　わたしが感動していると、部屋に若い男性が入ってきて、年配の男性になにやら報告した。白い服の男性はうなずくと、吉野ヶ里さんに言った。

「ライタスティール殿下、こちらへどうぞ」

「わかった。では峰岸くん、会議室の準備が整ったようだから行こう」

「はい」

　吉野ヶ里さんに手をひかれながら、わたしは部屋から出た。廊下はテレビのドキュメンタリーで見たどこぞのお城にそっくりで、高そうな壺つぼとか絵が飾られ、建具には凝った装飾がされている。

　ここをゲームのために作ったとしたら、たいしたものである。お金持ちのゲーマーが出資したのかもしれない。趣味の世界は奥が深いと言うけれど。

「あの……吉野ヶ里さん」

「なんだ？」

　わたしは小さな声で、気になっていたことを尋ねた。

「さっきからあの人は、吉野ヶ里さんのことを『ライタスティール殿下』って呼んでますよね。バーでも殿下って呼ばれていたし、それが吉野ヶ里さんのゲームネームなんですか？」

『来人』だから『ライタスティール』という名前にしたんだろうか？

　しかし、吉野ヶ里さんはいたずらっぽく笑うと、わたしの耳元に唇を寄せて、「こっちが本名！」と囁ささやいて子どものようにくすくす笑った。その吐息が耳にかかり、わたしは「ひゃうっ」と言って肩をすくめた。

　だから、どうして「きゃっ」の一言が言えんのだ、自分！




「さあ、どうぞ」

　会議室らしい場所に着くと、案内の若い男性はそう言って扉を開いた。

　そこには、四角い重厚なテーブルを囲んで数人の男女が座っていた。

「ライタスティール、ご苦労だったな」

「父上、ただいま戻りました」

「うむ」

　吉野ヶ里さんのお父さん役ということなのか、一番奥の立派な椅子に座った男性はうなずいた。うなずいた、のだが……頭に載ってるいかにもロイヤルなそれは、もしかして王冠というやつだろうか？

　ということは、この人は王さま役なのだろう。

　で、吉野ヶ里さんは王子殿下というわけか……似合いすぎて声も出ない。

「不測の事態が起きたと耳にしたが、どういうことだ」

　王さま役のおじさんが吉野ヶ里さんに尋ねた。

「はい。不思議な巡り合わせがありましたが、これも神のお導き。かえって良い方向へと進むための布石ではないかと考えられますね」

　自信満々な吉野ヶ里さんの言葉に、出席者一同は肩の力がほっと抜けた様子だ。

　素晴らしい。よくわからないけど、ポジティブな吉野ヶ里さんの言葉で、この場に漂っていた動揺が軽減されたようだ。

　できる男の吉野ヶ里さんは、人心の掌握に長けている。

　そして……わたしの右手はこのかっこいい男性に繋がれたままである。

「あの……すみませんが、手を」

　離してもらおうと囁いたが、吉野ヶ里さんは笑顔で手を引き、用意された椅子の所までわたしを連れて行って「どうぞ」と座らせ、ようやくそこで手を離してくれた。彼はわたしの隣の席に腰かけた。

　うわ、ここは一番の上座だ。

　頭に王冠を載せた王様よりも、上座に座っちゃっている。

　……まあいいか。きっとゲームの助っ人に敬意を払ってくれたんだろう。

　わたしは、細かいことは気にしないことにして、注目してくる人たちを見回してにっこりと笑って見せた。これから一緒にゲームをする仲間なのだから、愛想を振りまいておこうと思ったのだが……その途端、右側に座っていた吉野ヶ里さんが、なぜか再びわたしと手を繋いでしまった。

「あの……」

「他の男に笑顔を見せる必要などない。君はわたしの花だからね」

　落ち着いた表情の吉野ヶ里さんはそっぽを向きながらこそっと囁き、わたしが目で訴えても知らん顔だ。

　幸いつないだ手はテーブルの下に隠れて見えないので、そのままにしておくが、なんだか緊張のあまり手汗をかきそうである。

「まずは、そちらのお嬢さまに、皆さま方の紹介をさせていただきましょう」

　白服の男性が言った。ずいぶんと丁寧な口調で話す人だ。

　中世ヨーロッパ風の衣装を身につけた人たちの中で、スーツ姿の吉野ヶ里さんとわたしは少し浮いている。あちらもわたしの服が気になるらしく、女性が「面白い仕立ての服ね」などと囁いている。

　仕立て？

　普通にデパートで買ったビジネススーツなんだけれど。

　王さま役の男性の隣に座っている所を見ると、わたしの服に興味津々の女性は王妃さま役なのだろう。かなり年上の女性だ。このゲームの参加者の年齢は幅広いようである。

　そして、じわじわとこみ上げてくる不安と違和感を押し殺して口元をひくひくさせていると、会議メンバーの紹介が始まった。

　顔合わせを兼ねた緊急ミーティングに加わったのは、まずは『スヴェンダルガ』という国の王族（という設定）である、メルデタス王、カラーナ王妃、フェアルデン王太子、そして麗しのイズリカ王女だ（なんと、美しき男装の麗人である！　軍服がお似合いの王女役に、わたしは一瞬くらっときてしまった）。

　加えて、白い服のおじさんことダグ神官長とウェルシー宰相である。

　ちなみに、殿下と呼ばれている吉野ヶ里さんは、ライタスティール第二王子なのだそうだ。かなりいいご身分である。

　さらに、この場にはいないけれど、バー『ＲＩＮーＮＥ』のイケメンバーテンダーはアズ駐日大使（？）という役どころで、わたしに勝手に魔導師役を押しつけてくれた桜川さんは、ザン・ブラコ元魔導師だという。

　なにその『ザンブラコ』って。ネーミングのセンス、悪すぎだと思うのだが。

「はじめまして。吉野ヶ里さんと同じ会社に勤めさせていただいております、峰岸春奈と申します。この度は、桜川さんに代わりまして、こちらで魔導師役を務めさせていただくことになりました」

　わたしは立ち上がると、ロイヤルなコスチュームに身を包み、ヅラにカラコンまでつけた熱心な一同に頭を下げた。

　立つと同時に吉野ヶ里さんと繋いだ手を解こうとしたのだが、何事もないように前方を見ながら微笑む吉野ヶ里さんが、よりいっそう手に力をこめたので、わたしは変な風に斜めに傾きながらの挨拶になってしまった。

　これは……いじめられているのだろうか？

　エリートスーツイケメンにいじめられるとか、マニアにとってはご褒美なのかもしれないけれど、わたしにはそんな趣味はない。

　なので、ちょっとイラっとして、トイレで手を洗った後に水を切るように手首にスナップを利かせ、わたしは握った手を冷たく振り払った。

「このようなことには不慣れで、正直右も左もわからないような状況です。皆さんのお役に立てるかどうかも不安なのですが、できる限りの協力をしたいと思いますので、よろしくお願いいたします」

　直立不動で挨拶をして、深々と頭を下げる。

　……おかしい。わたしは日本語を話しているつもりなのに、なぜだか異言語に思えてくるのだ。これはゲシュタルト崩壊の一種なのだろうか。

「おお、ぜひよろしく頼む、魔導師どの」

「なんてしっかりなさったお嬢さまなのかしら。『魔導師のサグレア』をその身に宿すだけのことはあるわ、さすがね」

「なんとも心強い」

「もしやあなたは、異世界では名のある姫なのではないか？」

「これはまた……実に可愛らしい魔導師姫だな。予想外の収穫で、個人的に非常に嬉しいぞ」

　口々に誉められて、わたしは戸惑った。しかも、最後の言葉は騎士服を着たかっこいい美人のお姉さんのもので、口元に『ふっ』と艶やかな笑いを浮かべたりしてくれたものだから……いい、このゲームグループ。

　特に『イズリカ』さま。ぜひともお友だちになりたい。

　男装の麗人の甘やかな笑顔に魅了されたわたしはほんのりと頬を染める。そして、ふと隣の吉野ヶ里さんを見ると……。

「へ？」

　涙目……になっている。

　いや、まさか、それはないだろう。あれはあくびをかみ殺して、目が潤んだだけだ。

　いい大人が、わたしにふりほどかれた手をそのままの形でそっと差し伸べながら、捨てられた子犬の瞳になるとか、ありえないだろう！

　彼は会社の三つ上の先輩なのだ。

　わたしを導く立場の、仕事だってバリバリできる人気者のハイスペ社員なのだ。

　そんな顔はよしなさい。

　こっちを見ないで。

　見ないでってば、もう！

　これではわたしが悪者みたいではないか……。

「……」

　わたしがため息をつきながら椅子に座り、吉野ヶ里さんに右手を伸ばすと、彼はわたしの手を『もう離さない』と言わんばかりにキュッと握り、何事もなかったような顔で一同を見渡した。

　……もう。イケメンだから許すけど。

「さて、ザン・ブラコの不可解な行動なのだが……」

　吉野ヶ里さんが話し始めたとき、扉がノックされ、ひとりの男性が入ってきた。そして、神官長のダグに小さな石のような物を手渡して、なにやら囁くと退出した。

「殿下、お話の途中で申し訳ございませんが、アズより記録石が送られてきました。ザン・ブラコの申し開きが納められている、とのことです」

　記録石？　なんなのそれ？　と思いつつ、ダグ神官長がテーブルの真ん中に赤い石を置くのを見た。彼がそれを手のひらで軽く叩くと、石から立体的な映像が浮かび上がった。

　桜川さんだ。身長三十センチくらいの桜川さんが、テーブルの真ん中に立っている。

『スヴェンダルガの皆さんこんにちは、ザンです。この度は申し訳ありません！』

　桜川さんは、元気よく、まったく申し訳なさそうに見えない勢いで言った。

『実は僕、『運命の相手』に出会ってしまったのです、この日本で！』

　わたしはクールに『はあ、そうですか、それで？』とちっこい桜川さんの言葉を聞いていたのだが、他のメンバーはそうではなかった。

「なに？　呪印花の持ち主であるザンが『運命の相手』に出会ってしまったというのか？」

「しかも、異世界で……なんということだ……」

　あの、それって。

　彼女ができたから、もうゲームして遊ばないってことですよね？

「そうか、それならば納得できる……」

　いや、全然できないだろう。

　代わりのメンバーがいないからって、適当に通りすがりのわたしに、しかも説明もなしに、ただ酒で釣って押しつけたということだ。

『スヴェンダルガに戻らなければならない日に、訪問した他社で偶然峰岸さんという『適合者』に出会ってしまい、これは神のお導き以外には思えなくて……衝動的に呪印花を峰岸さんに触れされたら、これが瞬間的に移ってしまったんですよね』

「な、なんと、なんの儀式もせずに、呪印花が移ったというのか？」

「信じられん！　そんなことがありえるのか？」

「わたしも驚きましたが、この通りです」

　なぜか誇らしげに言いながら、吉野ヶ里さんがつないだ手を高く上げて、わたしの手の甲がみんなに見えるようにした。すると白い光がまた現れて、そこには同心円と花の模様が浮かび上がり、会議室の一同は「おお……」と声なき声を漏らした。

　ダグ神官長なんて、両手を組み合わせて祈っちゃってるし。

「どうやら『魔導師のサグレア』は、ザンよりもふさわしい人物の元を見つけて自動的に移ってしまったのだと考えられます」

『というわけで、僕は日本で幸せになります。峰岸さん、あとはよろしくお願いいたします』

　桜川さんはそう言って頭を下げると、姿を消した。

「では、そういうことで」

「ちょっと待ってください！」

　和やかに会議がお開きになりそうなのを見て、わたしは思わず声を上げた。

「どういうことですか？　わたしは納得できません。確かに、今夜だけ桜川さんの代わりを務めることを引き受けましたけど、今後もこのグループに加わるなどとは言っていませんし、だいたいわたしがなにをすればいいのかも聞いていませんから」

「ミネギシハルナ姫」

「……あの、呼ぶなら『ハルナ姫』でお願いできますか？」

　少し照れながら、ゲームネームを告げてみた。

　いくらなんでも『ミネギシハルナ姫』はない。フルネームに姫をつけるなんて、センスが微妙過ぎると思う。

「では、ハルナ姫」

　それまで状況を見守っていたウェルシー宰相が言った。

「ハルナ姫は異世界日本でザン・ブラコに呪印花を移されて、その力を使ってこの『スヴェンダルガ国』に渡って来られたのですよね」

「渡ったというか、このゲームグループに加わりました。あと、別にわたしはなにもしてないし、力も使ってません」

「……ライタスティール王子殿下、どういうことですか？」

「実は……峰岸くんにはなにも説明をしていないのだ。その、時間がなくて」

　王子殿下の吉野ヶ里さんが宰相に言った。宰相はぽかんと口を開けてわたしを見た。

「ハルナ姫に……説明をして、おられない？」

　吉野ヶ里さんは、眉根を寄せて辛そうな表情になる。

「実は峰岸くんは、ここがまだ日本だと思っている。皆が本当は日本人で、変装していると思っているのだ。異世界にはそのような遊びがあるので、我々がそれを行っていると勘違いさせたままここに連れてきてしまった……」

「ああ、ライタスティール！　なんということなの！　あなたったら、なにも教えずにこのお嬢さまを巻き込んでしまったの？」

　美人のカラーナ王妃が、ムンクの叫びのような顔で叫んだ……やだ、そんなに大事なことなの？

「ライタスティール！　お前としたことが、なにをしでかしたのかわかっているのか？　この愚か者め！」

　男装のイズリカ王女ときたら、ふるえる手が剣の柄にかかっている。

　あ、だめだめだめ、それは、洒落しゃれにならないあかんやつっぽい！

　わたしの脳内突っ込みおじさんが叫ぶ。

　抜いたらあかん！

　そんな気がする！

「母上、姉上、わたしは……いえ、言い訳はいたしません」

　吉野ヶ里さんは力なく首を振ると、うなだれた。

「状況が状況とはいえ、自分がしたことが罪であることはわかっています。ですから、わたしはこの身を持って峰岸くんに償うつもりです。わたしが一生の責任をとります」

「我が弟ライタスティールよ、その考え方が傲慢だというのだ！　これだから、男という奴は……」

　吐き捨てるように言う、男装の麗人。

　……なんだろうこの雰囲気は。

　どうやら皆、本気で言っているようだし、その言語はやはり日本語ではない。なのに意味が完全に理解できているという状況が奇妙すぎる。わたしは怖くなってきた。

「あの、すみません……わたしでは不適当でしたら、ゲームから外していただいてかまわないのですが……ひゃっ」

　急に立ち上がった吉野ヶ里さんに抱き寄せられて、わたしは小さく奇声をあげた。

　だから、奇声じゃなくて、悲鳴をあげようよ、自分！

「すまない、峰岸くん。だが、君じゃないとダメなんだ！　君がわたしの『呪印の契り』なのだ、君だけが。頼む、どうかこのままわたしの、わたしだけの花でいてくれ。わたしは峰岸くんが欲しい！」

　彼はわたしの瞳を覗のぞき込みながら、熱く口説いた。

「高たか嶺ねの花で、なかなか近づくことができなかった君が今、こうしてわたしの腕の中にいる。これを運命と言わずになんと言おう」

　イズリカ王女が立ち上がると、怖い顔をしながらわたしたちに近づいた。

「何も知らない女性に対して、そういう押しつけはよせと言っているのがわからないのか？　ライタスティール、ハルナ姫を離せ！」

「きゃっ」

　おお、今度はうまく言えた！　と思うと同時に、わたしは吉野ヶ里さんの腕から引き離されて、いい匂いのするイズリカ王女の腕に抱えられていた。

「ハルナ姫、落ち着いて聞いてくれ。これは、ゲームでも遊びでもなく、現実なのだ」

「げん、じつ……」

「そうだ。あなたは異世界である日本の国から、このスヴェンダルガ国へとやってきたのだ」

「……その瞳、綺き麗れいなブルーグリーンですね。コンタクトレンズですか？」

「いいや、これは生まれつきの色だよ。この金の髪もね。君のような黒目黒髪はスヴェンダルガにはとても少ない。異国風で、とても魅力的だな」

「スヴェンダルガ……」

「そう、ここはスヴェンダルガの国だ。『日本』ではない。魔法が存在する世界だよ」

「魔法……」

「そうだ。ハルナ姫、君は偶然か、はたまた神の導きか、魔導師としての強い力を持って世界を渡ってしまったのだよ……ハルナ姫？　大丈夫かい？」

　麗しきイズリカ王女。

　こんなに美しい人が日本にいるわけがない。

　コンタクトレンズじゃなくて、本物のブルーグリーンの瞳に、染めたりカツラをかぶったりしていない本物の金の髪。そして、作り物に思えるほど美しく整ったその顔。

　あははははははは、異世界ですか。

　異世界に飛んじゃったんですか。

　わたしの意識も、ちょっと飛んじゃっていいですか？




「姫、ハルナ姫、しっかりしたまえ……誰か、気つけの酒を持て！」

　緊迫した女性の声で、一瞬気が遠くなりかけたわたしは覚醒した。

「……あ……れ……」

　わたしの意識は本当に吹っ飛んでいたらしい。

　わたしは、もたれかかっていたいい匂いのするものから身体を起こし、美しく通る声の主を見ようと顔を上げた。男性の身なりをしてもなお麗しい人の顔が視界に入る。

「イズリカ王女？」

　渦巻くブロンドを後ろにまとめた、騎士服の女性は、わたしの言葉に表情を緩めた。

「ハルナ姫、気づかれたか。良かった……」

　彼女はわたしの反応を見て、ホッとした様子でわたしの頬を指先で優しく撫でた。そして「わたしの名を覚えてくれたのか。いい子だな」とぱちりとウインクをした。

　まったくもって、ウインクの上手い姉弟である。

　そして、女性の心を鷲わし掴づかみにするのが上手い姉弟である。

『たらし姉弟』として指名手配してもいいくらいの腕前である。

　女性にしては背の高いイズリカ王女は、わたしの顔を心配げに見つめ、その憂える顔がまた切なげでかっこよくて、なにかを無くしたアラサーＯＬのわたしでさえ『禁断の胸きゅん』を感じてしまう。

　これはあかん！

　脳内の突っ込みおじさんが、手足をばたばたさせて叫ぶ。

　ここにいたら、自分を見失ってしまいそうだ。

　スヴェンダルガは危険がいっぱいなのである。

「姫、気分は大丈夫か？　まだ身体に力が入らないようだな。かわいそうに」

　ご自分の魅力の破壊力を知ってか知らずか、イズリカ王女はふらつくわたしの腰を支えて言った。女性同士だからまだ許されるが、出会ったばかりなのに急接近である。

「ありがとうございます、イズリカさま。おかげさまで少し気分が良くなりました」

「そのような弱々しい瞳で強がるな。ハルナ姫、君はこんなことに巻き込まれて、さぞかし心労が……っておい！　なにをするんだライタスティール！」

「よ、吉野ヶ里さん？」

　イズリカ王女の腕の中で穏やかにすごしていたのに、いきなりＹシャツ姿の男性の腕が、問答無用とばかりにわたしを男装の麗人からもぎ取った。

　そして、ぎゅっと胸に抱きしめて叫ぶ。

「姉上、峰岸くんはわたしの『呪印の契り』だ！　前々からぜひお近づきになりたいと思っていた峰岸くんが、幸運にもわたしの花となったのだ。たとえ姉上であろうとも、彼女を渡すわけにはいかない！」

「……は？」

「……は？」

　イズリカ王女とわたしは、同時に間抜けな声を出し、そして顔を見合わせた。

「ええと……吉野ヶ里さん、おっしゃる意味がわかりません」

「我が弟よ、お前はなにを考えているのだ？」

　しかし、ライタスティール王子こと吉野ヶ里さんは、わたしをがっつりと抱き締めるのみならず、身体をひょいと屈めると、そのままわたしをお姫さま抱っこしてしまった。

「ひょええっ」

　なんと、人生初のお姫さま抱っこだ！

　腕力イケメン万歳！

　吉野ヶ里さんは、あいかわらず奇声を発するしかできないわたしの顔を覗き込んでにこりと笑うと、イズリカ王女に向かって言った。

「姉上、峰岸くんに関しては全面的にわたしが責任を取ります。それが会社の先輩として、そして峰岸くんをこのプロジェクトに、彼女の了承を得ずに引き入れた者としての務めです。男の責任です」

「最後、ちょっと違いますが。会社員とは関係ないですよね」

　わたしは吉野ヶ里さんの凛り々りしい横顔と喉のラインに見とれていたが、自分の状況に気づいて、少し惜しいと思いながらワイシャツをまくった彼の腕をとんとんした。

「お話中に申し訳ありませんが、吉野ヶ里さん、すみやかにわたしを下ろしてもらっていいですか？　ご心配をおかけいたしましたが、わたしはもう自力歩行が可能だと思います」

「いや峰岸くん、その判断には誤りがあるな。君はまだ心的衝撃から完全に立ち直っていない。君が回復するまではわたしが面倒を見るのが筋というものだろうから、遠慮なく任せなさい」

「しかし……」

　無駄にかっこいい腕まくり男子が、その整った顔をきりりと引き締めて言った。

「峰岸くん、わたしは君のなんだね？」

「先輩、です」

「そうだ、先輩だ。後輩として、君よりも経験を詰んだ先輩の判断を、聞き入れてくれるね？」

「はい」

　あ、しまった！　うっかり肯定してしまった！

　ネクタイを緩め、いつの間にか上着を脱いで腕まくりをしていた爽やかな吉野ヶ里さんに、自信たっぷりに説得されてしまった。さすがである。仕事のできる男は言葉の重みが違う。

　そして、腕の筋ばったところがものすごく素敵で萌もえる。

　くうっ、このわたしとしたことが、イケメンの色香に惑わされるとは！

　内心で歯噛がみするわたしをよそに、吉野ヶ里さんはその勢いを保ったまま会議室を見回して宣言した。

「とにかく、突然のことで彼女も疲れている。この世界についてはわたしがおいおい説明していくが、今は峰岸くんを休ませるのが最優先だ。『魔導師のサグレア』の部屋は準備できているな？　もちろん、『勇者のセレスタール』の部屋の隣だ」

「はい、もちろんです、殿下！」

　なにが『もちろん』なのだ？

「ではわれわれはこれで失礼する」

「おい、ライタスティール！　わかっているな、姫に無体など働いたらこの姉が許さないぞ」

　さすがはイズリカ王女だ、有無を言わせぬ勢いの吉野ヶ里さんに果敢に立ち向かっている。

「無体などとはなにをおっしゃいますか、姉上。そのようなことは重々承知です。だいたい、『勇者』が『魔導師』を、『呪印の契り』を害するなどということはありえませんゆえ、どうぞご安心を」

「……そうか。しかし、理屈ではわかるのだが……お前を見ていると、なぜだか不安がこみ上げてくるのだ……」

「姉上、それはまったくの杞き憂ゆうです！　わたしたちの交際は今始まったばかり、これからふたりの気持ちを寄り添わせ、絆きずなを深めていきたいと考えていますので、ご安心ください」

　え、待って、いつ交際が始まったの？

　爽やかな青年王子である吉野ヶ里さんは、ことさら爽やかに言い切ると、わたしを抱き上げたまま「では！」とやっぱり爽やかに言って会議室を出た。

　その後聞いた話では、会議室では引き続き『『呪印の契り』が女性になったらおかしな火が着いてしまったライタスティール王子をどうしたらいいのか』についての話し合いが行われたという。




「吉野ヶ里さん、聞いてもいいですか？」

「峰岸くん、なんでも遠慮なく質問したまえ」

　相変わらず頼もしい先輩である吉野ヶ里さんは、わたしを軽々と抱き上げたまま笑顔で答えた。

　至近距離で見るイケメンにまだ慣れないわたしは、視線を逸らして尋ねた。

「ええと、吉野ヶ里さんが『勇者のセレスタール』で、わたしが『魔導師のサグレア』というものなんですね」

「そうだ。そしてわたしたちは、『呪印の契り』という運命を共にする関係なのだ。魂が結びついたふたり、というわけだね」

「なるほど。でも、わたしの前は、桜川さんが『魔導師のサグレア』だったんですよね。ということは、おふたりはもしかして、人には言えない親密な関係だったのですか？」

「……人には言えない親密な関係、とは………………！」

　廊下をすたすた歩きながらしばらくわたしの言葉の意味を考えていた吉野ヶ里さんは、はっと目を見開き、立ち止まった。

「峰岸くん、まさか、君が言っているのは」

　青ざめた顔でわたしに尋ねる。

「ええと、わたしは別に、そのような関係に偏見を持っているわけではありません。むしろ、おふたりは素敵なカップルだったのではないかと」

「それは、つまり」

「ビーがエルしてしまった関係です」

　その途端、彼の唇が震えた。さすがは吉野ヶ里さん、日本にいたときにサブカルチャーにも詳しくなっていたのだろう。『腐女子』を名乗る友人に教えてもらった秘密の暗号が通じたようだ。

「いいえ全然大丈夫です、きっとそれはこの世界では当たり前のことなのですね？　そのようなことがありましても、わたしが吉野ヶ里さんを先輩として尊敬する気持ちになんら変わりはありませんので、ご安心ください」

「いや、待て」

「『勇者のセレスタール』と『魔導師のサグレア』の間に存在する『呪印の契り』とは、きっと深い絆なのでしょう。むしろ、そんなふたりの間にわたしのような平凡なＯＬが割り込んだりして申し訳ありませんでした」

「違う、違うんだ峰岸くんっ！」

「心も身体も桜川さんと契られていたとしても、この峰岸春奈、先輩方の純粋で運命的な関係に偏見など持ちませんので」

「だから、ちょっと待とうか峰岸くんっ！」

「けれど、先輩方に、もしもその関係をこれからも続けていきたいとの要望があるなら……」

「ないから！　ないです！　我々はそんな関係ではありませんから！　峰岸くん、先輩の話をちょっと聞きなさい！」

　なぜか敬語混じりになりながら、吉野ヶ里さんは大きな声で言った。

「はい」

「いいですね、ありません。そのような事実はありません。……誤解しないようにね、峰岸くん。これはあくまで、友情に近いものであって、信頼はするけれどそれ以上踏み込んだ関係ではない」

「……了解です」

「本当に？　わかってる？」

「ふたりは恋人同士ではなかったということですよね。わかってます」

『恋人同士』という言葉を聞いた途端、吉野ヶ里さんはいやーな顔をした。

　美形の吉野ヶ里さんと人なつこい系イケメンの桜川さんなら、カップルでもむしろ全然オーケーな気がしたが、『呪印の契り』とはそういうものではないようだ。

「峰岸くん、だいたいにおいて『勇者のセレスタール』と『魔導師のサグレア』の呪印花は、友人同士や兄弟、姉妹などの関係に現れるんだ。わたしとザンも、幼なじみだよ」

「そうなんですか」

「ああ。だから、呪印花を持っていても、皆、異性の伴侶がいるんだ……」

　ここでなぜか、吉野ヶ里さんはちらりとわたしを見た。

「異性間に現れる例は、今まで聞いたことがないし、わたしと峰岸くんは今までは単なる会社の先輩後輩だった。しかしこれから呪印花を使いこなすためには、我々の心が強い信頼で結ばれなくてはならない」

「そうですね……でも、これをなにに使うんですか？」

　わたしは吉野ヶ里さんに手の甲見せて振った。

「うん、君にはそこから説明しなければならないな。だが、まずは腹ごしらえをしないか？　会社帰りにこちらに来てしまい、わたしのおなかはぺこぺこだ」

「はい、わたしもです」

　ウインクする吉野ヶ里さんに、わたしも笑いながら答えた。




「では、少々話をしようか」

　長い足を組んで椅子に座り、高級感あふれるクリスタルグラスを持ってゆったりとくつろぐ吉野ヶ里さんは王子さまそのもので、この豪華な王宮に完全に溶け込んでいる。

　そして、軽くシャワーを浴びてからこの世界の服に着替えをしたわたしも、食後に出された良い香りのするお酒を飲みながら、ゆったりとくつろがせていただく。

　ブランデーに似たフルーティな風味の蒸留酒で、濃いめのハイボールにして飲むとまったくクセがなく、何杯でもいけてしまう。安い缶チューハイとは大違いだ。

　幸いなことに、こちらの食事はとても口に合った。美味しい夕食を吉野ヶ里さんと一緒に食べて、アルコールが入ったら気分も落ち着いた。

「峰岸くん、もうわかっているだろうが、このスヴェンダルガには日本には存在しない魔法がある。また、聖なるものと魔なるものが、日本よりも明らかにはっきりしている。そう、神の存在や魔物の存在だ」

　つまり、ここはファンタジーの世界に近いのだろう。

「時折魔物の群れが国を襲ってくることがある。そして残念なことに、大抵は『魔落ち』した人間が『魔性化』し、大きな忌まわしき力で魔物のリーダーとなっているのだ。通常の魔物ならば多少の訓練をした人間にも倒すことができるのだが、強大な力を持つ魔性を倒すことは普通の人間では難しい。そこでわたしのような『勇者』が必要になってくるんだ」

「『魔性化』した者を倒すのが、『勇者のセレスタール』の呪印花を持つ吉野ヶ里さん、というわけですね」

「さすがだな、峰岸くん。飲み込みがよくて助かるよ。そして、『魔導師のサグレア』を持つ君が、魔法を使って『魔性化』や魔物にダメージを与え、かつ、その特異な魔力で『勇者のセレスタール』の力を増大化させるんだ。そうだな、わたしを動かすための電池みたいな物だと考えてくれ。君がいないと、わたしは力を充分に発揮できない」

　どうやらわたしは、勇者と組んで魔物を退治しなければならないらしい。

「それでは、わたしはこれから早急に魔法の使い方を覚える必要があるということですか」

「慌てる必要はないよ」

　彼は微笑みながら言った。

「それは君のペースで構わない。幼い頃から魔導師の訓練をしてきたザンとは違い、平和な日本からやってきた君に、いきなり魔物を倒せと言ってもそれは無理な話だからね。まず君にして欲しいことは、呪印花の力で『勇者』であるわたしの能力を目覚めさせることなんだ。そして、しばらくはわたしひとりで魔物を退治していこうと考えている。『魔導師のサグレア』の力は、わたしの近くにいてくれれば自動的に発動するものだから、戦いの場に共に来てもらわなければならないのだが……」

　吉野ヶ里さんと桜川さんは、日本でサラリーマンをしながら時々スヴェンダルガに戻り、魔物の討伐をしていたらしい。

　こちらと日本では時間の流れ方が違い、今回はなんとスヴェンダルガに一年間いても日本では２日しか経たないという特別な波がやってきたため、これを逃すわけにはいかないと、わたしへの説明もそこそこにスヴェンダルガに渡ってしまったという。

　ちなみに、なぜふたりが日本に暮らしているのかというと、魔力の存在しない場所で過ごすと魔力が飛躍的に強化されるからだそうだ。「よくスポーツ選手が酸素の薄い高山でトレーニングするだろう？　あれと似たようなものだ」だそうで、特に強い力を持つ、魔落ちした『魔性化』に対抗するには、そうやって魔力を強めておかないとさすがの勇者も倒すのが困難らしい。

　そんなわけで、なにもしなくても暮らしているだけで魔力が強化されるのだが、呪印花を身に宿すだけあって大変真面目な吉野ヶ里さんたちは『せっかくの機会だから、いろいろ体験してみよう』ということで日本の一流の大学を出ると、日本の会社に就職して、エリートサラリーマンをしているのだ。

　そうしているうちに、桜川さんは『運命の相手』である女性に会ってしまって、もう生涯の伴侶に夢中な彼は大切な『魔導師のサグレア』をわたしに譲ってしまったわけである。

　わたしには桜川さんが少々無責任に思えるのだが、スヴェンダルガの人たちには「『運命の相手』に会うと同時に呪印を譲れる『適合者』に出会うなどという奇跡はもはや神託と同じ！」と見なされたようで、誰も桜川さんのことを責めたりしなかったから、まあこれでいいのだろう。




　そして、翌朝。

『魔導師のサグレア』を引き継いだ者として、王宮の豪華な一室を与えられたわたしは、部屋付きのメイドが用意してくれたお風呂にゆっくりとつかった。朝風呂だなんて大変優雅な生活である。

　そして、いい気分で出たわたしを待っていたのは、とんでもない着替えであった。

「あの、吉野ヶ里さん、いいですか？」

　脱いだ服は洗濯に出されていたので、わたしはその服を身につけると隣にある吉野ヶ里さんの部屋の扉を叩いた。

「どうした、峰岸くん」

「このかっこうについての説明を求めます。これはまともな女性が朝から身につけてはならない服に思えるのですが」

「うん、よく似合っているな。さすがは『魔導師のサグレア』の持ち主だ、魔導師の衣服があつらえたように似合う。峰岸くんはスタイルがいいし、何よりも姿勢がいいね。素晴らしい着こなしだよ」

　顎に手を当てて頷うなずき、満足そうに笑う吉野ヶ里さんに、わたしはつい頭を下げる。

「ありがとうございます……ではなくってですね！」

　とりあえずお礼を言いはしたが、吉野ヶ里さんに聞きたいのはそういうことではない。

　アラサーＯＬがなぜ、このような魔女風衣装を着用しなければならないのか、これは歩くお目汚しと言ってよいレベルのものではないのか、というその辺を確認したかったのに！

　まあ、魔女の服と言っても、幸いなことにハートやお花がついた魔女っ子的なひらひらしたものではなかった。

　脚には、ラメが入っているのかやたらにキラキラと虹色の光を放つスパッツを履き、両サイドにスリットの入ったタイトなミニワンピースを身に着けている。そして、膝上まであるが、伸縮性に富んでいるため、とても脚に馴染むロングブーツを履き、魔法使い風のフード付きローブを羽織るという、どちらかというとお色気お姉さま風デザインだ。

　色も、ワンピースとブーツがワインレッドで、あとは黒という落ち着いた配色だ。

　黒いローブの表面には虹色に光る不思議な糸で刺し繍しゅうが縫い取られているため、こちらもキラキラ光っているが、まあそれほど華美ではない。

　ワンピースのスリットが深くて、太ももがチラ見えしていることと、なぜか胸がぐいっと持ち上げられているため、白い膨らみが盛り上がってエロい印象なのが気になるが……。これがこの国の魔導師の標準的なスタイルなのだろうか？

　おまけに胸周辺の布地が少々少ないし、魔石と呼ばれている美しい宝石がたっぷりつけられているせいもあり、ついついそこに目が行ってしまう。

「着てみて何か感じなかったかい？　非常に軽くて動きやすいだろう。そのスパッツの生地にはミスリルが織り込まれているし、マントの刺繍もミスリルの糸でしてある魔術印だから、君の放つ『魔導師のサグレア』の力で特殊な性能が引き出される服になっているんだ。ちなみに、ミスリルというのは魔導具の作成に使用される金属だ……地球には存在しないものだね。『魔導師のサグレア』以外の者が身につけると昏こん倒とうしてしまう力のある服で、身体能力向上に加え、防御と回避、それに加速の魔法がかけられている特別なデザインだからな。魔法を使う戦いに有利だと思うよ」

「そうだったんですか。そう言われてみると確かに、身体が軽くなった感覚があります」

　なるほど、この服をエロいと思うのはわたしの不純な気持ちからなる感想で、この世界においては単に機能的なデザインだったわけだ。

　早とちりして「露出が多い気がするのですが」などと吉野ヶ里さんに聞かなくてよかった。危うく自意識過剰な女だと思われてしまうところだった。

　わたしごときの肌など、吉野ヶ里さんが見たいと思うわけがないのに。

「わざわざわたしのために、こんな短時間で服を作ってくださったのですか？」

　そう、今はスヴェンダルガの国にきた翌日の朝なのだ。

　昨日、食事が終わってから、酔いが回ったわたしは吉野ヶ里さんにお姫さま抱っこをされて、用意された部屋に戻ってきたのだが、当然ながらドキドキのお色気展開になどならなかった。眠くなってしまったわたしは「峰岸くん、今夜はこのまま休みなさい。話の続きは明日ゆっくりとしよう」という紳士的な吉野ヶ里さんの言葉に甘えて、そのままベッドに入れてもらって寝てしまったのだ。

　わたしはベッドにインしたのだが、彼はインせずに自分の部屋に行ってしまった……異世界の知らないベッドで寝るのは少し緊張したが、吉野ヶ里さんに「峰岸くん、必要とあらばわたしが添い寝することもやぶさかではないが」と申し出られたのだけれど「いいえ、隣の部屋にいてくださるだけで結構です」とお断りしたのだ。

　一晩中イケメンと同じベッドの中で悶もん々もんとするだけ、なんていう悲しいシチュエーションはごめんである。

　このスヴェンダルガ国では日本よりも女性に対して扱いが優しいのか、それとも『魔導師のサグレア』という重要な役職に就いているため優遇されているのか、まだ定かではないが、吉野ヶ里さんはわたしに対してかなり心を砕いてくれるので非常に心強い。

　そして翌朝、お風呂上がりのわたしはお色気魔女服を披露しているのだ。

　わたしが不測の事態でこの国に現れたのが昨夜。なのに、もうすでに魔女服が用意されている。

　一晩で服を作ったのかと思ったら、どうやらそうではないようだ。

「いや、その魔導師の服は既にできあがっていたものだ。だが、サイズを直す必要がまったくなく、ぴったり合ったと作り手が喜んでいた。なにかの啓示を受けてこのサイズにしたというから、あつらえたも同然ということになるな。峰岸くん、実はその服はわたしの母が作ったものなんだ」

「ええっ、カラーナ王妃さまが？」

　まさかの王妃さま作の魔女服だと聞いてわたしは驚いた。吉野ヶ里さんは真面目な顔でうなずいた。

「そうなんだ。実はそれが母の持つ能力でね。母は日本から持ち帰った雑誌などを参考にして、魔法を使いながら気に入った服をこの国で再現している。その時に気持ちが高揚すると、このように強い魔法を付与することができるんだ」

「気持ちが高揚、ですか」

「いわゆる『萌え』というものだな。なので、その服も、そのデザインだからこそ、そこまでの魔法を付与することができたわけだ。そして……」

　吉野ヶ里さんは、少し遠い目をしている。

「母は、作り続けてきた『萌え』服を実際に着ることができる『魔導師のサグレア』が現れて、かなり興奮している。今まで広い部屋に飾るだけだった服を着る女性が現れたのだ、創作者として感無量なのであろう」

「職人魂を持った王妃さまなんですね……えっ、これ、すごいですよ！」

　わたしは軽く体操して。あまりの動きやすさに驚きょう愕がくした。身体能力の向上効果があるという話だったが、この服を着たわたしはアメコミに出てくるスーパーでワンダーな超人にでもなったように動けるのだ。運動関係にはまったく自信がないわたしが、バック転も横転も自由自在にできる。

　わたしは広い吉野ヶ里さんの部屋で、アクションシーンを披露した。彼は拍手をしながら「うん、さすがは峰岸くんだ、なんというか、ちらっとした感じがたまらなくいいね！」とわたしを褒めてくれた。

　わたしはキワモノデザインだと思っていたセクシーお姉さま服を見直した。

「これは素晴らしい機能を有する服です。おそらく、この服を着用していると、日本の変身アニメに出てくる戦う魔女っ子キャラクター並みの身体能力が引き出されるかと思われます。しかし、さすがにこれは、桜川さんには着られませんからね」

　すると、吉野ヶ里さんは顔をひきつらせ、顔を片手で覆いながら呟くように言った。

「ああ……これ程の魔導師の服はないから……母上がサイズを変えて試しに作成してみたのだが、恐ろしい結果に終わった」

　試したんかい！

　脳内の突っ込みおじさんが叫んだ。

「似合ってしまったのだ」

　似合ったんかい！

「泣いていた」

　わたしも片手で顔を覆い、「それは……なんて言ったらいいのか……」と、気の毒な桜川さんを悼んだ。

「見た目にかなり無理があったため、なるべくなら着ない方向で戦っていたんだが、強敵と退治する場合にはどうしても……母上の作り出す力のある装備に頼らざるを得なくて……」

「なるほど。頻繁に着用していたわけですね」

　彼が嬉々としてこの『魔導師のサグレア』をわたしに移したのは、日本に彼女ができたせいだけではないような気がする。

　……まあ、それは大人のスルー能力で流すことにしよう。




　桜川さんの気持ちを考えたら、わたしごときがこの魔女服を拒否してはいけないことがよくわかったところで、わたしたちはダイニングルームに移って朝食をとった。シンプルなシャツにパンツ姿がラフで、普段は見られないリラックスしたイケメンに、わたしは少しだけドキドキした。こうして間近で関わってみると、やはり本物の王子は品が良い。

　吉野ヶ里さんはさすがに落ち着いた大人の男性だけあって、サービス満点に盛られたわたしの胸の谷間がチラ見えしても、まったく動揺せずに「峰岸くん、お代わりはどうだ？　遠慮しないでこの果物もたくさん食べるといい」などとにこやかに食事を勧めてくれた。

　そして、食後にのんびりとお茶などいただいていると。

「失礼いたします！　殿下はこちらですか？」

　誰かが部屋にやって来る声がして、吉野ヶ里さんの表情が変わった。

「峰岸くん、さっそくおいでなすったようだぞ」

　さあ、呪印花のペアの初出撃だ！




「峰岸くん、今日はとりあえず待機して、魔物との戦いとはどのようなものかを観察するだけでいい。今回はそれほど大きな群れでもないし、群れを率いる『魔性化』もいないようだ。それほど困難な戦いにはならないと思うので、見学するにはちょうどよいと思われる」

　そう言いながらドラゴンの顔を撫でた吉野ヶ里さんは、いつもの見慣れたスーツ姿でなく、腰に剣を帯いたＲＰＧゲームのキャラクターのような姿をしていた。

　さすがは本物の勇者である。コスプレとは違いしっくりと馴染んだその姿は、わたしの中に眠る乙女心にもしっかりと響き、悔しいことにきゅんとなってしまった。

「わかりました」

　しかし、乙女チックハルナになっている場合ではない。

　今からわたしは魔導師ハルナとして、戦場に赴かなければならないのだ。

　このドラゴンにまたがって。

　平凡なＯＬであるわたしには、国産車の助手席に乗せてもらうだけでもありがたいのに、ドラゴンで愛のタンデムをしながら空の旅だ。

「さあ、おいで」

　わたしは吉野ヶ里さんのかっこよさと戦いを前にした緊張感で震える手を、彼に伸ばしながら「シートベルトはついていますか？」と尋ねた。

　ドラゴンの乗り心地は、乗り手が快適になるように魔法をかけられた馬具ならぬ龍具（鞍くらとか、持つところとか、足をかけるところとかがしっかりついていて、ふわふわだし、風除けもされて振動もなかった。魔法、万歳！）のおかげで快適だった。ただひとつ居心地が悪かったのは、一匹のドラゴンにふたりで乗ったため、「峰岸くん、もっと身体の力を抜いてわたしに背中を預けなさい。ほら、先輩を信用して」などと言う親切な吉野ヶ里さんと、密着し続けなければならなかったことである。

　この峰岸春奈、一生分の『男性との接近運』を使い果たした自信がある！




　あっという間に吉野ヶ里さんと一緒に戦場に着いたわたしは、ドラゴンから下りると神官長よりもらった魔導師の杖つえを両手で握りしめ、うなずいた。出発前に、吉野ヶ里さんは「ザンもわたしも、我々は皆、峰岸くんに甘えている。女性を戦いに巻き込んですまない」と、真面目な顔でわたしに頭を下げ、この杖を渡したのだ。

　わたしたちはふたりとも、ＲＰＧゲームのキャラクターのような姿だ。

　しかしこれからすることは遊びではない。この杖は、対魔物戦用の殺傷能力のあるちゃんとした武器だし、吉野ヶ里さんの剣にも魔物を切り裂くための刃がついているのだ。

「ライタスティール殿下！」

「勇者殿！　おお、新しい魔導師殿！」

　わたしたちの姿を見た人たちが、口々に声をかけてくる。『勇者』の登場にどの顔も明るい。

「皆、ご苦労。よくここまで持ちこたえてくれたな。あとはわたしとこの……魔導師ハルナに任せるがいい」

　吉野ヶ里さんが大きな声で前線の人たちに言った。

　あまりムキムキでない、でもたくましくてかっこいい騎士の親玉らしい人がやってきて、吉野ヶ里さんに向かって敬礼してからわたしに向かって「ようこそいらっしゃいました」と言った。

　吉野ヶ里さんは、他の人たちと比べてみるとよくわかるが、この世界の騎士のものとは違う、いかにも勇者という雰囲気のかっこいい服を着ている。どこか馴染みがあるデザインなのは、やはり日本から持ってきた雑誌を見ながら、カラーナ王妃が作ったからなのだろうか。きっと特殊な魔力がたくさん付与されているのだろう。

「魔導師さま、よろしくお願いいたします。わたしは責任者のタイガと申します」

　銀の長い髪を後ろで束ねた騎士の親玉のタイガさん（頭脳派イケメンか？）が、丁寧に挨拶してくれた。どこか品のある所作なので、彼は貴族なのかもしれない。

「魔導師のハルナです。なったばかりで不慣れな点も多々ございますが、よろしくお願いいたします」

　わたしも軽く頭を下げて挨拶をする。

　ここは、スヴェンダルガの辺境だ。魔物の群れが襲撃してきて激しい戦いが始まったとの知らせを受け、勇者の吉野ヶ里さんと新米魔導師のわたしが応援を要請されたのだ。

　吉野ヶ里さんはタイガさんに戦況を尋ねた。

「タイガ、負傷者が出たと聞いたが」

「はい。奇襲を受けて、数人が負傷しております」

「リーダーもいないのに、魔物が奇襲作戦を実行したのか？　いささか妙だな」

　吉野ヶ里さんは首を傾げた。

　頷くタイガさんの視線の先には、若い男性が十数人横たわっていた。まだ救護用のテントなどが用意されていないのだろう。

　痛みに呻うめく彼らの頭の上には、黒いもやの中に赤い一つ目がついたお化けのようなものが浮かんでいる。

「負傷した皆さんに気持ち悪いのがついてますね。アレは取れないんですか？」

　わたしが吉野ヶ里さんの袖をつんつんと引っ張って尋ねると、彼は怪け訝げんな顔をした。

「気持ち悪いの？　峰岸くん、なんのことだね？」

「ほら、あのけがをした人たちの上に浮かんでるアレですよ。あっ、槍やりのようなもので傷口をつついて笑ってます。根性悪いですね」

　けがしたところをつつくなんて酷い。周りの人たちも、見てないでさっさと追い払ってあげればいいのに……おや、誰も気にしていないようだ。

「吉野ヶ里さん、あれも魔物の一種なんですか？　味方の陣営に魔物を入れちゃっていいんですか？　確かに見た目が弱そうだけど、怪け我が人には迷惑だと思います」

「……すまんが、峰岸くんの言っている意味がわからないんだ」

「え？　アレですよ……あ、もしかして！　アレはわたしにしか見えてないんですか？」

　どうやらそうらしい。見えていたら、みんなとっくに追い払っているだろう。この視力も『魔導師のサグレア』を持つ者の特別な力なのだろうか。

　あ、そうだ。

　この魔法の杖で殴ったら、いなくなるかもしれない。

　わたしが手に持った魔導師の杖をじっと見ると、杖の頭に付いた魔石が光り出した。無意識に『魔導師のサグレア』の力が伝わったのかもしれない。

　うん、なんかいい感じだからやってみようと思う。

「峰岸くん？　どうしたの？」

「変な奴をやっつけてきます」

　わたしはすたすた歩いて怪我人の所に行くと、こっちをじろりと見た赤い目のお化けに向かって光った杖の頭を振り下ろした。

「えい」

　杖の光にあたると、パン、とお化けが弾けて消えた。そして、キラキラ光る粉のようなものが、けがをしていた人に降りかかる。

「……え？　えええええ？　な、治ったぞ」

　さっきまで苦痛に顔を歪ゆがめていた若い兵士が、ぽかんとした表情になって言った。くっついてたお化けをやっつけたからだろう。

　脚を怪我していたらしく、不思議そうな顔で太ももを見たりさすったりしている。

「そんな、まさか。神殿で浄化しなければ治らないはずの、魔物にやられた傷が……綺麗に治ってしまった！　跡すら残ってない！」

「あ、そういうものだったんですか」

　なるほど、あのお化けがいるから怪我が治らないようだ。

「じゃあ、あとのもやっちゃいますので、わたしにお任せください」

　わたしは杖を振り上げて、その辺に浮いてる一つ目のお化けを、片端から杖で殴って弾けさせた。やはり弱い魔物らしく、みんな一撃で消えてキラキラに変わってしまう。そしてそのたびに、怪我人がびっくり顔で起き上がり、身体をパタパタ叩いて傷口がどうなってしまったのか確認している。

　あの魔物は人間の力を吸い取っていて、やっつけるとキラキラになって力がその人に戻る仕組みらしい。

「もう他に怪我をしている人はいませんか？」

「はい、これで全員ですが……魔導師さま、いったいなにをなさったのですか？」

　タイガさんが、元気になった兵士たちを見ながらわたしに尋ねた。

「皆、完治しています。それに、とても元気そうですね」

　魔物に吸い取られたエネルギーが本人に戻ったから、元気になったのかもしれない。

「どうやら、魔物から攻撃を受けて負傷すると、黒い魔の塊が取り付いてエネルギーを吸い取るようですね。さっき、浄化しないと怪我は治らないと言っている人がいましたが、その魔の塊が付いている限り通常の治療をしても治らないということなのでしょう。皆さんには見えていないようですが、わたしにはそれが見えたので、取り除きました。もしも他にも体調が悪い方がいたら、魔の塊のせいかどうかを見ますので、連れてきてください」

「はい……あ、いや、さすがは『魔導師のサグレア』を持つお方！　素晴らしい力の持ち主ですね、ありがとうございます」

「恐れ入ります」

　タイガさんが日本式に深々と頭を下げたので、わたしも丁寧に頭を下げた。いくら持ち上げられても調子にのっては足元をすくわれるというものである。

「さすがは峰岸くんだな、そんな力を『魔導師のサグレア』が持つなどとは知らなかったよ」

　吉野ヶ里さんが誉めてくれたので、杖を握って思わずにっこり笑うと、吉野ヶ里さんもにっこり笑い返してくれた。

「もしかしたら、その人の個性で能力が変わるのかもしれないな」

「だとしたら、面白い力ですね」

「あとで時間があるときに、ゆっくりと検証したいものだが……」

　吉野ヶ里さんは、表情を引き締めて言った。

「その前に、やらなければならないことがある。行こうか」

「はい」

　わたしは彼に連れられて、魔物の襲って来ている場所の様子を見に行った。




　かなり離れたところから、魔物の群れを見た。

　テレビでコマーシャルやアニメ番組をやっているの見たので、わたしはファンタジー系ＲＰＧゲームのキャラクターとしての魔物をそれなりに知っている。しかし、現実に目の当たりにした魔物はアニメっぽいキャラクターとは違ってリアルでとても恐ろしい。しかも、臭い。風に乗って、ここまで腐った肉のような悪臭が漂ってくるのだ。

　そしてさらに、群からは明らかに殺意も漂ってきている。あの魔物たちと対たい峙じするのは飢えた猛獣の群と同じ檻おりに入る以上に危険だ。

「吉野ヶ里さん、申し訳ございません。わたしはあの近くに行きたくありません」

　平和な日本で暮らしていたわたしは、大きな犬でさえ近寄るのがちょっと怖いのだ。

　魔物なんて『無理無理無理！』である。

「大丈夫だ、君は後方でわたしに呪印花の力を送ってくれればいい」

「ヘタレですみません」

　魔物なんてあくまでもテレビの画面越しに見るものであり、現実には近寄りたくない、とわたしは思った。そして、競技ではない戦いは、想像した以上に恐ろしい。

「正直、吉野ヶ里さんにもあそこに行って欲しくないのですが、それは無理な話ですよね」

「……峰岸くん、ありがとう」

　不意をつかれたような顔をした後、吉野ヶ里さんはわたしの頭を右手のひらで優しくぽんと叩いて言った。

「わたしは勇者なので、あれらと戦うのが役目なんだよ」

　彼はアレを自分の剣で斬るのだ。

　やらなければ、この世界の人々が魔物に襲われて、殺されてしまうから。

「じゃあわたしは、少しでも吉野ヶ里さんの危険を減らせるように、サポートを頑張ります」

　この人を守る力がわたしにあるのなら最善を尽くしたい、そう思った。

「ああ、頼む」

　吉野ヶ里さんは優しい笑みを浮かべてわたしの頭を撫でてから、その手でわたしの右手を握った。すると、ふたりの呪印花が輝きだした……いや、輝くというよりも、閃せん光こうを放った、と言った方がいいかもしれない。

「うわー、派手に光るものですね」

　感心して言うと、吉野ヶ里さんは「いや、ここまで強く光るものではないんだが、すごいなこれは」と呟いた。

「おや、わたしの身体までが光ってしまっているぞ！」

「わあ、すごい！　綺麗ですね」

　見ると、吉野ヶ里さんの髪も金色に光り、彼の全身にはまとった輝きがゆらゆらとたなびいている。

「異世界から来たせいか、君はすごい力を持っているようだな。では峰岸くん、ちょっと行ってくる」

「行ってらっしゃい」

　吉野ヶ里さんは、そのままものすごいスピードで魔物たちの群れに向かって走り、やっぱり激しく光る剣を振り回して、片っ端から魔物をキラキラした粉に変えてしまった。

「すごいすごい、カッコいい！」

　恐ろしい魔物をさくさく倒していく吉野ヶ里さんはとても勇猛でカッコよくて、わたしはドキドキしてしまった。

「あの王子さま、絶対にモテるわ……」

　見た目がイケメンで身分が第二王子であんなに強くて、しかも親切なのだ。あと、お姫さま抱っこしてもらった時に気づいたんだけど、いい匂いもする。そんな吉野ヶ里さん……ライタスティール殿下は日本でも大人気だったけれど、こっちではそれ以上にモテるだろう。

「……魔導師ハルナさま」

「あ、タイガさん。吉野ヶ里さんってすごく強いんですね、さすがは勇者ですね」

　この調子だと、わたしが心配する必要はまったくなかったみたいである。光る吉野ヶ里さんは無双状態だ。魔物の群をひとりで片付けそうな勢いである。

「はい、ライタスティール殿下は、確かに大変お強いです。お強いのですが……ここまで非常識に強いことは……今までにはありませんでしたよ……」

「え？　タイガさん？」

「こんな事って……いったい何が起きたんだ？　俺は夢を見ているのか？」

　銀髪のイケメン責任者は、吉野ヶ里さんの戦いぶりを見て心底驚愕しているようで、口をぽかんと開けて呟いていたのであった。




　小さめな魔物の群れとはいえ、数千匹はいた。『勇者ライタスティール』こと吉野ヶ里さんと、彼と共に戦う軍で全滅させるには、小一時間ほどかかった。

　それでも、このスピードでの勝利は驚異的なものだし、追い払ったのではなく全滅させたのだ。しかも、戦いで負傷した兵士はすぐ戦線からに下げられて、わたしが怪我人にくっついている顔のついた風船みたいな黒い奴を「えい！」とやっつければ負傷兵はすぐに元気一杯に戻ったので、最終的にこちらの被害はゼロという完全勝利であった。

「吉野ヶ里さん、お疲れさまでした」

　わたしは、引き上げてきた吉野ヶ里さんにねぎらいの声をかけた。

　彼の身体はもう光らなくなっていた。そして、戦いの後だというのに、彼の表情には疲労の色は見られない。

「やあ、峰岸くんも、お疲れさま。君の力のおかげでわたしはまったく負傷しなかったし、疲れも感じていないんだよ、ありがとう」

「わたしは後方で見学させていただいただけですよ。吉野ヶ里さんががんばったからだと思います。とても訓練されている剣さばきで、感心してしまいました」

　日頃から訓練していなければ、あんな風には動けないはずだ。わたしは改めて、彼に尊敬の念を抱いた。

　わたしがそう言うと、吉野ヶ里さんはまたわたしの頭を撫でながら「なにを言っているんだ、君の働きも立派だぞ。素晴らしいよ」と言った。

　イケメンの笑顔と頭撫で撫でには、かなりの破壊力があるぞ。

　男女交際的な経験値が低い独身ＯＬに、そのような攻撃を気軽に食らわせないでもらいたいものだ。

　なんだか今日の吉野ヶ里さんはやけに親密な態度に思えるけれど、おそらく勇者にとって『魔導師のサグレア』というものはとても大切な存在だからなのだろう。電池がなければおもちゃは動かないのと一緒で、わたしがいないと吉野ヶ里さんはその力を存分に発揮できないらしい。あまり自分の価値がわからないわたしには今ひとつぴんとこないのだが、どうやら後ろの方から応援しているだけで役に立っているようだ。

「峰岸くんは『魔導師のサグレア』として、わたしに大きな力を与えてくれていたじゃないか。おまけに、同時に負傷者の手当てもしていたんだって？　それでは君の方が疲れただろう」

　吉野ヶ里さんの活躍をちょっとときめきながら見つつ、風船割りのようなことをしていただけなんだけど。

「いいえそれが、不思議なことにわたしはまったく疲れていないんですよね」

　いくら風船もどきを割っても、手が疲れなかった。

　これもまた、呪印花とやらの恩恵なのだろうか。

　吉野ヶ里さんが、わたしの目をじっと見て「本当か？　無理はするなよ」と言った。

「はい、わかっています。無理なら無理ときちんと報・連・相します。無理をして倒れても誰も誉めてくれない、社会人の責任だから倒れる前に休め、でしょう？」

「その通りだ、さすがはデキるＯＬの峰岸くんだ。では、今日の戦いのペースだと君には負担がかからないと考えていいんだな」

「はい。普段の勤務と同程度……いえ、むしろこちらの方が楽なくらいですね」

　わたしの言葉に、吉野ヶ里さんは顎に手を当てて考えた。

「君とわたしは、よほど相性がいいんだな」

「相性、ですか？」

「そうだ。『魔導師のサグレア』の呪印花を受け取ってから持つようになった君の魔力は、限りなくロスが少なくわたしに伝わるのだろう。異世界人である君には、呪印花の効果が大きく現れる上に、わたしに対していわゆる燃費がいい、という状態だな」

「なるほど……そうかもしれません」

　わたしも顎に手を当てて言った。

「もちろん、仮説ですけれどね。まだ最初の戦いですから断言はできません。しかし、このような結果から鑑みるに、考え方の方向性は正しいかと思われますね」

　ふたりでうなずきあっていると、ずっと話を聞いていたタイガさんが「あの……異世界の会話って不思議……ですね。ハルナ様はもしや、お見かけはたおやかですが武人でいらっしゃったのですか？　なんだか戦略会議をしているみたいです」と言った。

　たおやかだなんて、人生で初めて言われたわ、ふふふ。

　吉野ヶ里さんはタイガさんの言葉に首をひねりながら言った。

「そうか？　峰岸くんとわたしは、会社の同僚だからなのかな」

「そうですね、会社以外では話したこともありませんでしたね」

　忘年会も新年会も、イケメンに興味はあるがアプローチする勇気はないわたしは吉野ヶ里さんに近づいたことがなかった。

「それが今や、『呪印の契り』だからな」

「世の中、なにが起こるかわかりませんね」

　真面目な顔でうなずきあうわたしたちを見て、タイガさんは「いや、そういうのではなく……やっぱりなんか変……」と呟いていたが、気にしないことにした。




　魔物の群れを壊滅したが、なにかが引っかかるという吉野ヶ里さんの意見で、その晩の軍は野営をして異変に備えることになった。

「峰岸くん、テントで寝たことはあるか？」

「ありません。でも、毛布が三枚もありますので、おそらくそこそこ快適に寝られると思われます」

　わたし用にひとつ、魔物よけの結界効果があるテントを用意してもらったのだ。遠慮なく甘えることにして寝床を作りながら、テントの入り口から顔を見せた吉野ヶ里さんに言うと、彼はわたしから目を逸らしながら尋ねてきた。

「あー、ひとりで寝られるか？　野営が初めてで、もしも心細いようだったら……」

「問題ありません」

　あっさりと答えると、吉野ヶ里さんはなぜかがっかりした顔になった。

「……そうか、心細くないか。では、なにかあったら大きな声でわたしを呼びなさい。すぐ隣りにわたしのテントを用意させたから」

　外に顔を出して吉野ヶ里さんのテントを確認したわたしは、思わず「近っ！」と呟いた。

「本当にすぐ隣りですね」

「峰岸くんになにかあるといけないからな」

「なにかあるんですか」

「いや、その、……このスヴェンダルガは日本と違ってだな、治安が……」

「わたしが『魔導師のサグレア』と知って、不ふ埒らちなことを考える者がいるとおっしゃるんですか？」

「いや、それはない。……あ、そうではなく、まあ、世の中なにがあるかわからないから、『呪印の契り』としてはできるだけ近くにいた方が……」

「吉野ヶ里さん、のぞかないでくださいね」

　なぜだか挙動不審な先輩は、肩を落として「……はい」と言い、自分のテントに戻った。







　わたしは、この世界を甘く見ていた。

　魔法が使えるようになったから、自分の力を過信していたのかもしれない。そして、魔物は群となって、遠くから襲ってくるものだと思い込んでいた。

　魔女服のまま横になって、慣れないテントでもぐっすりと寝入ってしまったわたしは、地面の下から忍び寄る魔物の存在にまったく気がつかなかった。

「！」

　身体中をなにかでぐるぐる巻きにされ、口を塞がれたわたしは、そのまま地中深く引きずり込まれ、すぐ隣りにいる吉野ヶ里さんに助けを求めることもできずに魔物の住処へと拉致されてしまったのだった。




「放して！」

　無駄だとわかっていても、叫ばずにいられない。

　そんなわたしを、上半身が裸の男が嗤わらいながら見ている。

「結界が張ってあったはずなのに、どうして……」

「あの程度の脆ぜい弱じゃくな結界など、わたしのように偉大な力を持つ者から見たら児戯に等しいわ」

　男は鼻で笑った。

「お前が『魔導師のサグレア』か。特に見目形が良いわけでもないし、勇者がいなければ、ただの役立たずの女だな」

　髪が深緑で、なんと地面から上半身が生えている気味の悪い男は、失礼にもそんなことを言って、身体を触手に拘束されて地下にある空間に吊されているわたしをバカにしたように見た。

　植物の根のような触手は、根っこと違ってぬるぬると滑り、非常に気持ちが悪い。そして、どうやらこの深緑の男が触手を操っているようなのだ。

「あなたは魔物なんですか？」

「魔導師よ、お前は『魔性化』も知らんのか」

「『魔性化』……元は人間なのに、魔落ちして魔物になってしまった人ですね」

「いや、わたしは『進化した』存在なのだ」

　深緑の男は、くっくっく、と楽しんでいる悪役風に笑った。

「魔物の群れが小さいからと油断したな！　今頃はあらかじめ待機させておいた魔物の第二軍が人間どもを喰らって大喜びしているだろう」

　吉野ヶ里さんの懸念した通りにやはり、昼間の魔物たちはフェイクだったのだ。魔物の群れを裏で操る『魔性化』がちゃんと存在したのだ。

「そして、勇者は大事な花を取りあげられて手も足も出ない状態というわけだ、ははは、愉快だな！」

「吉野ヶ里さん……」

　そうだ、勇者の昼間の余裕のある戦いは、わたしが『魔導師のサグレア』の力を送っていたからできたのだとタイガさんも言っていた。今頃吉野ヶ里さんは、傷つきながら魔物たちと戦っているのだろうか？

「この、卑ひ怯きょう者……」

　わたしが深緑の男をにらみつけると、彼の後ろに影の薄い男性がいるのが見えた。

　やだ、お化けを見ちゃった？

　わたしはお化けとか幽霊とかが苦手なのだ。

　ぞくっとしながら半分透けている男性を見ると、その人は髪の毛は茶色だが、深緑の男にそっくりな顔をしていて、悔しそうに男につかみかかろうとしている。そして、なにもできないのがわかると、頭をかきむしり、わたしに向かって表情で『助けてくれ』と訴えた。

　あれはもしかすると、魔落ちした男の良心とか魂みたいなものなのだろうか。

　ところで、わたしを拘束している触手は絶えずもぞもぞぬめぬめ動くので、非常に気持ちが悪い。無駄な動きはやめて欲しい。

「すいませんけど、この触手だか根っこだかを動かすのをやめてもらえませんか？　気持ちが悪くて鳥肌が立つので」

「……そうか、そんなに嫌か」

　深緑の男はくくっと嗤うと、触手をさらにもぞもぞ動かし始めた。

　この男は、人の嫌がることをして喜ぶ根性悪のようだ。

「そのようにそそる格好をして、本当はもっといじめて欲しいのだろう？」

「セクハラ発言とセクハラ行動をただちにやめるように求めます！」

　触手が、わたしの露出が多い胸元に盛り上がったふたつの山を撫で回し始めた。

「やだ、やめてって言ってるでしょ！」

「ほう、白くて柔らかくて、なかなかいい触り心地だな。いつも勇者に揉もまれているのか？　そら、こんな風に」

「やだってば！　バカ！　変態！」

　両方の胸に触手がぬらぬらと液体をこすりつけて、服の上から揉みしだき始めた。柔らかな肉がむにゅりと歪む。

「やめてっ、気持ち悪い！」

　わたしは身体をくねらせて、なんとか逃げられないかと無駄な努力をする。

「ははは、魔導師殿は胸を揉まれるのが大好きのようだな。わたしの美しい触手は、繁殖力を高めるための特殊な魔力を放っていてな、一言で言えば感じやすくする効果がある。どれ、せっかくだからこの中も可愛がってやるか」

　触手の先端が、魔女服の際をつつっと撫でた。

「やっ、そんなところに、ちょっと、やだ、いやああああっ！」

　わたしは身をよじって逃げようとしたが、数本の触手がいやらしく蠢うごめきながら、胸元の服の下へと潜り込んで行くのを止められない。

「あっ、いや！　変態！」

　服が押し下げられ、ふたつの膨らみがぷるんと出されてしまった。そのてっぺんを狙って、うぞうぞと蠢きながら触手が近寄ってくる。

「勇者の到着を待ちながら、少し可愛がってやろう。媚び薬やく効果のある触手でもうかなり感じてしまっているだろう？　ほら、魔導師殿、いやらしく腰が揺れているぞ」

「や、あ、あんっ」

　ふたつの膨らみをいいようにいたぶられ、わたしの意志に反して尖ってしまった赤い先端に細い触手が絡みついてくにくにといじりまわした。

「いや、違う、やめてっ」

「違わないだろう。幸い触手はたっぷりとある。魔導師殿の身体中のいいところを時間をかけてほじくって、勇者が来るまでに丹念に責めて差し上げよう」

「吉野ヶ里さんが来るまで？」

「お前は勇者をおびき寄せるための餌なのだ。花をもがれた勇者が無傷でここにたどり着けるわけがないが、できればわたしが息の根を止めて喰らってしまいたいものだな、さぞかし旨かろう」

「そんな、吉野ヶ里さんが……ああっ、そこはいやあっ！」

　恥ずかしい穴を布越しに触手の先でくじられて、わたしは必死で脚を閉じようとした。

「足の指の間から耳の穴まで、そら、ここの不浄の穴も触手の先でいたぶって、気が狂うほどに感じさせてやる。ははは、勇者が驚くだろうな。股間をしとどに濡らして腰を振るこんな淫乱女が自分の『呪印の契り』だとは」

「あ、や、やめて、あ、ああーっ！」

　会社の先輩に、そんな姿を見られたくない。

　閉じた脚に挟まれた触手が、粘液を滴らせながらしゅるしゅると前後に動き、わたしの恥ずかしい部分を責め立てた。

「『魔性化』に辱められて、こんなに感じてしまっているのか。そら、ここは触手の粘液のせいでぬるぬるしているのではないぞ、恥ずかしい身体の女め、男を誘う蜜をこぼしてもうドロドロではないか」

「ちがっ、いや、あっ、やあっ、やめてーっ」

　脚の間の隙間を何度も触手がこすり、秘密の場所をいたぶる。

　耳の穴にもわき腹にもおへそにも、無防備な脇の下にも触手が取り付き、こちょこちょとくすぐるように責め立てる。服の中にも入り込んで、身体中が触手まみれだ。

　身体中を滑触手に埋め尽くされ、いやらしくこね回されて、わたしは涙を流しながら身悶えた。

「ははは、魔導師殿、それでは下着の中にもお邪魔をさせていただくとするか。穴という穴すべてに触手の先を突っ込んでいじってやる」

「いやあああっ！」

　魔女服のスカートがまくり上げられて、とうとうショーツの中にまでもぞもぞと触手が入り込んできた。

「おお、こんなに熱くなって、すっかり濡れそぼっている……どうだ？　いいか？　ここがいいのだろう、ほれ、どうだ？」

「ああーっ！　いや、いや、いやあああああーっ！　助けて、吉野ヶ里さん！」

　身体をのけぞらせながら、わたしは吉野ヶ里さんに助けを求めた。

「ひゃあん、やあっ、やめっ、あああっ」

　スカートの生地がもこもこと盛り上がっている。植物の根のように先が細く分かれている触手が、スカートの中に潜り込んで、太ももの付け根をいやらしく撫で回しているのだ。そして、不埒な触手はさらに、ショーツの下へと潜り込んでくる。

　わたしは大切な部分を守ろうとして脚に力を入れて閉じていたのだが、粘液を出しながらうねうね責めてくる触手の侵攻を止めることができない。

「いや、そこはいやあっ」

「くくく、ここが気持ちいいのだな。ぐちゅぐちゅに濡らして弄られるのを悦んでいるぞ」

「違っ、違うのっ」

　スカートが触手でめくりあげられた。スパッツが破られ、薄いショーツ一枚になっている。

「なにが違うのだ。淫乱な魔導師殿、これがお前の本性だろうが。魔物に辱められて悦んでいるいやらしい雌の部分をさらしてやるから、よく見るがいい」

「やめて、開かないでーっ！」

　太い触手が足首と膝に絡みつき、ピンと伸ばしたわたしの脚を無理矢理開脚させた。

　ショーツの布の中には、お腹の方からも足の方からも細い触手が潜り込み、布の下でうぞうぞと動き回っている様子がわかる。布の表面が波打って非常に卑ひ猥わいな眺めだ。

「やめて、これを取ってぇ、あん、いや、そこはいや」

　嫌だと思うのに、触手になぶられる身体中が熱くてたまらない。全身が性的にひどく敏感になっているので、責められるとあんあんと甘い嬌きょう声を出して腰を揺らしてしまう。

「ああん、いやあ、触手で気持ちよくなっちゃうの、いやーっ！」

「ははは、お前にとってはおぞましくも忌まわしい、魔物の触手の味はどうだ？　女の大事なところを淫猥になぶられて気持ちよくなるとは、とんだ変態魔導師だな。そら、もっと激しくこすってやる」

「やあああああ、やめて、やめてぇーっ！」

　粘液をまぶされた触手に襲われているショーツの中は、大変なことになっていた。くちゅん、くちゅん、と淫らな水音を立てて、触手が蠢く度に布から恥ずかしい液体がにじみ出て、太ももを濡らしていくのだ。

「まるで漏らしたように濡れているではないか、地面に水たまりができてしまったぞ。そら、この穴の中から溢れ出てくるのはなんだ？　中の方からほじくり出してくれるわ」

「あっ、あーっ、入れないで、いやっ、いやなの、誰か助けてーっ！」

　このままでは触手に犯されて快感でおかしくなってしまう。

「助けて、吉野ヶ里さん、吉野ヶ里さーんっ！」

「ははははは、魔導師殿どうした、脚が段々開いてきて腰を突き出したりして。ねだっているのか？」

「違うのっ、あん、やああああん！」

　下半身の触手の淫らな活躍に対抗しているのか、胸の頂を責めている触手がその割れた先できゅううううっと固くしこった赤い実をつねりあげた。

「やあっ、痛いーっ！」

　痛みが身体を貫いたのに、わたしの秘所からはコポリと大量の蜜が溢れてしまった。

「やめて、つねらないで、痛い、痛いっ！」

「乳首責めが大好きだな、変態魔導師殿！　もうこんなにドロドロに濡らして……中に入れて欲しくてたまらないのだな、淫乱女め」

「違うの、これは、あっ、あっ、あっ、やあっ、あん！」

　きゅっ、きゅっとリズミカルに尖った胸をつねられて、そのたびに身体が跳ねる。

「やめて、も、ダメ、あん、あん」

　目からは涙を、口の端からは涎よだれを流して、触手に拘束されたわたしは手も足も出ずにいたぶられ、恥ずかしい責めに身体中を疼かせて身悶えた。

「あん、助けて、あん、あん」

　もうこれ以上責められたら限界を超える、といったとき、「峰岸くん！」という聞き慣れた声が聞こえた。

「あん、やあっ、吉野ヶ里さん、吉野ヶ里さん、ああん」

　喘あえぐのを止められないままに声の方を見ると、頼みの綱の吉野ヶ里さんがあっという間に触手に拘束される姿が見えた……勇者ああああああーっ！

「やめろ、これを取れ、キリバス伯爵！」

　吉野ヶ里さんが来て役にたったのは、この魔性化の名前がわかったことだけだった！

「峰岸くんすまない、ここに来るまでに力を使い果たしてしまったのだ」

　うわあん、勇者の役立たずうううううーっ！

　これでは、恥ずかしい姿を見られただけじゃないの！

　わたしは絶望し、本気で泣いた。

「キリバス、彼女を離せ！　お前が恨んでいるのはこの俺だろう、峰岸くんは関係がないはずだ！」

　すると、深緑の髪をしたキリバス伯爵なる男は、楽しそうに「くくく」と笑った。

「それはどうかな、勇者ライタスティール王子？　憎いお前にダメージを与えるには、お前の大事な大事な花を、『呪印の契り』をいたぶるのが効果的ではないのか？」

「……この、クズめ！　魔落ちしたことには多少の同情もしたが、この所業は絶対に許せない！」

　すると、『魔性化』キリバス伯爵の後ろで、影の薄いキリバス伯爵が両手を合わせて吉野ヶ里さんに謝っている。

　謝るくらいなら、最初から魔性化するなああああーっ！

　そして、どうでもいいからこの触手を止めて！

　じゃないと、わたし、もう……イっちゃうーっ！

　しかし、『魔性化』キリバス伯爵はくくっと笑って言った。

「ライタスティールよ、お前の花が目の前で凌辱される姿を見て、苦しみのたうち回るがいい！　さあ、大きく股を開け。その邪魔な布切れを破りとってやろう」

「いやあああああああ！」

　わたしは大きくＭ字開脚させられた。びしょびしょに濡れた股間が、吉野ヶ里さんの前に晒さらされる。

「お願い、見ないで……」

　わたしは恥ずかしさにすすり泣いた。しかし、外道なキリバス伯爵は、最後の砦とりでとなった薄いショーツに触手を絡ませ、ビリビリと破り始めた。

「ふふふ、『魔導師のサグレア』の花はどんな色かな……ぬめぬめと光る薔ば薇ら色だ……なんといやらしい花びらだ、ははははは」

「見ちゃいやあああっ！」

　触手が、秘所を守る肉襞をつかみ、ぱっくりとそこを開かせた。

「峰岸くん……くっ！」

　食い入るようにそこを見ていた吉野ヶ里さんが、辛そうな顔で目をそらした。しかし、キリバス伯爵はそれを許さなかった。

「ライタスティール、見ろ。でないと魔導師殿の愛らしき瞳をくり抜くぞ」

「きゃああああ！」

　触手が目の前に迫り、目をえぐられる恐怖で悲鳴を上げると、吉野ヶ里さんは「よせ！　見るから峰岸くんに手を出すな！」と叫んだ。

「キリバス伯爵め、なんたる卑怯な男なのだ！」

「なんとでも喚け！　この女をたっぷりといたぶって、お前の身も心もズタズタに壊してから喰らってやるわ」

「変態！　外道！　クズ男！」

　わたしは泣きながら叫んだ。

「まだそんな元気があるのか、魔導師殿。それでは、役者が揃ったところで少しお仕置きをしてやろう。お前は心も身体もわたしに屈服して、一生触手の性玩具として生きるのだ、ふふふ」

「やっ、あああああーっ！」

「峰岸くん、ああ、そんな……そんなに感じて……」

　触手たちに一斉に責め立てられ、わたしはいやらしい蜜をこぼす秘所を吉野ヶ里さんにじっくりと見られながら、羞恥と快感のあまり鳴き声を上げた。

「やめろ、もう峰岸くんに触れるな！」

　髪を振り乱して、触手に締め上げられながら吉野ヶ里さんは叫んだ。

　ここに来るまでに、多くの魔物たちと戦ってきたのだろう。勇者服に付与された防御の魔法の限界を越えたらしく、彼の身体は傷だらけで服は血で染まっている。

「ふはははは、ライタスティールよ、手も足も出ない状態で大切な花が踏みにじられる様をじっくり見て、己の不甲斐なさに悶え苦しむがいい！　哀れよのう、お前の契りになってしまったばかりに、そら、このように女として最も辛い目に遭わされている。すべてはライタスティール、お前のせいなのだ！」

　キリバス、貴様のせいだろう！

　全力でそう突っ込みたい。

　しかし、全身を触手で拘束され、もぞもぞと弄られたりつつかれたりしているわたしには、そんな余裕がない。身をよじらせて、いやらしい責めに屈しないようにするので精一杯だ。

　吉野ヶ里さんというギャラリーができ、彼の目の前でわたしを辱めることで、吉野ヶ里さんの心を充分に傷つけられることに満足したキリバス伯爵は、さらに活き活きとした様子でわたしの身体を責めたてている。

　裸の上半身を地面から生やした変態のくせに生意気だが、どうすることもできない。

　さすがは魔落ちした『魔性化』である。

　心の底まで腐った鬼畜である。

　わたしは涙目でキリバス伯爵をにらみつけた。

　しかしこの鬼畜は「ふはははは、気の強い女をいたぶり鳴かせる事ほど楽しいことはないな！」と外道な事をほざいたあげく、わたしの全身に絡めたぬめる触手を全力で蠢かせたので、わたしは悔しいけれど我慢できずにあんあんと鳴いて身悶えてしまった。

「ああん、いやあ、助け、はあん！」

　そして、イケメンだけど役に立たない勇者は、そんなわたしの様子を見て真っ赤な顔をし、「うおおおおお、離せ！　俺の春奈に触るな！」と叫びながら無茶苦茶に暴れて、触手にさらに締められていた。

　ん？　今、『俺の春奈』って言いませんでしたか？

　わたしはすでにＭ字開脚というエロ動画ばりのポーズを強要され、恥ずかしい部分を吉野ヶ里さんの目に晒し、そこから愛液を溢れさせる様子を彼に観察されるという破廉恥な『触手拘束視姦プレイ』で、かなり心のダメージを受けている。

　しかし、魔落ちして人でなしとなったキリバス伯爵はさらなる恥辱をわたしに強いた。

「くくく、魔導師殿はまだイっていないだろう。勇者の見ている前で、淫乱な姿をさらして絶望するがいい！」

「バカーッ！　この変態！　腐れ外道！」

　これ以上悪さをされてはたまらないので罵倒したが、変態伯爵は嬉しそうな顔をした。

　この男はＭっ気もあるのだろうか？

「くっくっく、これほど責められながらまだそのような口がきけるとは、さすがは『魔導師のサグレア』を持つ者。しかし、女の最も弱いところへのこの責めに耐えることができるかな……」

　キリバス伯爵は、細くした数本の触手で、わたしの脚の付け根にある小さな秘密の膨らみを刺激し始めた。

「やっ、卑怯者！」

「ここを触手に責められて、堕ちない女はいないのだ」

「バカバカ鬼畜！　クズ！　腐れ……あああーっ、いやあっ！」

「くくく、ほれ、ここをこうされると気持ちが良くておかしくなりそうだろう。こんなに花の蕾を尖らせて、淫乱な女め。また蜜を滴らせおって」

「いやっ、いやっ、ダメ、あん、ああん！」

「やめろおおおおーっ！　春奈のそんなところをさわっていいのは俺だけだ！」

　んん？

「ほら、細くした触手の先でくすぐられるのが好きか、それともたっぷりとぬるぬるをまぶしてこすられるのが好きか……両方で責めてやろう、そら、この皮をむいたら赤い蕾が顔を出したぞ、可愛らしいものだ、ここを触手の先を吸盤のようにしたもので吸われたら、どうなるかな？」

「いやっ、やめて、それダメ、いやあああーっ！」

　弱点を見つけたキリバス伯爵が、にやりと笑った。

「そうか、それならば、お前のコリコリをたっぷりとちゅうちゅうしてやろう」

　なにがちゅうちゅうだ、変態伯爵、実況中継するなあああああーっ！

　それを聞いてる吉野ヶ里さんの様子がなんかおかしくなるからあああーっ！

　だが、そんな心の叫びも、無理矢理に上昇させられる快感の前では口にできなかった。

「勇者よ、見るがいい！　いやらしい触手に弄ばれて腰を振り、絶頂に達してしまう哀れな花を！」

「いや、イっちゃう、イっちゃうのいやよお、ああっ、あああああーっ！」

　わたしは身体をのけぞらせ、びくんびくんと痙攣させながらイってしまった。

「……あ……」

　わたしは半ば呆けた顔で、かすかに声を漏らした。

　さすがにこの歳になると、処女であっても、いや、耳年増だからこそ、ノーマルプレイとアブノーマルプレイの違いは解っている。

　身体を拘束されて他の男性に観られながらなどとは、明らかにアブノーマルなのだ。

　しかし、ここは異世界。

　勇者と魔導師というぶっ飛んだキャスティングで、敵は地面から生えた半裸の変態だ。

　引っこ抜いたらもしかすると全裸かもしれない。

　だから、気にしないことにしよう。

　立ち直りの早いわたしはそう考えて目を開け、吉野ヶ里さんを見てさらなる衝撃に打たれた。

「ふははははは、あられのない花の姿に、勇者の剣が立ち上がってしまったようだな、お前は最低の男だ！」

「ち、違う！」

「……違わない……吉野ヶ里さん、最低……」

　わたしは力なくうなだれた。

　いつの間にかキリバス伯爵にズボンをおろされた吉野ヶ里さんの男性自身は、きりっと天を向いて屹立し、お腹につきそうなくらいに元気いっぱいになっていたのだ。

「ははは、変態勇者！　大切な花が他の男に蹂じゅう躙りんされるさまを観て、欲情するとはな！」

　まったくだ！

　この点は、キリバス伯爵に賛成だ！

「違うんだ、春奈！」

　いつの間にか、馴れ馴れしく名前呼びですか？

　変態勇者の吉野ヶ里さん！

　彼は額から汗をだらだら流して、苦しげに言った。

「好きな女性が可愛らしく感じる姿を見てしまったら、こうなっても仕方がないだろう！　俺は我慢に我慢を重ねたが……春奈……すまない……」

　眉根を寄せる吉野ヶ里さんが……今なんて言った？

『好きな女性』って、それはわたしのこと？

　このわたしを、吉野ヶ里さんが？　え？　いつから？

　驚愕に口をぽかんと開けるわたしに、吉野ヶ里さんは「会社では通勤のスーツと制服しか見られなかったのに、そんな色っぽい魔導師の服を無邪気に着てみせるし！　胸はこんもりと盛り上がっているし！　太ももがちらりと見えるし！　ギャップ萌えとか卑怯だろう！　それに、春奈と親しく話すようになってみたら、真面目なところも一生懸命なところも素敵で可愛いからもっとお近づきになりたかったし、なんなら男女交際に持っていきたかったし、それなのにいきなりそんな姿を見てしまって、必死でこらえたけれど俺も男だからね！　どう考えたって、限界が来るだろう、そう思うだろう春奈！」と叫んだ。

　なんだか、とっても魂の叫びだ。

　なので、わたしはうっかり「はあ……そうですね」と答えてしまう。

　いけない、いくらイケメン先輩に告られたからといって、変態行為を認めてどうする？

「なるほどな、勇者よ。それ程までにこの魔導師を想っているのか。それならば好都合」

　キリバス伯爵はにやりと笑った。

「お前の目の前で触手に犯される花を見せつけてやろうとしたが、もっと面白い趣向にしてやろう」

「ぐあっ！」

　吉野ヶ里さんの両手が後ろでまとめて締められ、彼は絡みつく触手で宙に持ち上げられた。

「勇者よ、お前が『呪印の契り』をその股間の醜いモノで犯すのだ！　お前自身の手で花を散らし、蹂躙し、絶望するがいい！」

「くうっ！」

「吉野ヶ里さん！」

　触手に緊縛され、両手を後ろで締め上げられながら吊された吉野ヶ里さんが、苦しげにうめいたので、わたしは歪めたその顔を見ながら叫ぶ……つもりが、『股間の醜いモノ』を見つめて叫んでしまう。

　持ち主が苦しんでいるのに、そこだけは元気いっぱいで、つやっつやに輝いて自己主張している。わたしはＭ字開脚させられた姿勢で（あんなに大きくするなんて、吉野ヶ里さん、やっぱりサイテー）と思ってしまった。

「くっくっく、『魔導師のサグレア』よ、お前の信頼する『勇者のセレスタール』の欲にまみれた薄汚い器官に処女を犯され、力を失うがいい！」

「……」

　なぜ、処女だとわかったんだろう！

　しかし、ぬるぬるみちゃみちゃと仕事熱心な触手に責められているわたしは「あはあん、いやあん！」などというえっちな声で喘ぐしかできなかった。

　そうしている間に、吉野ヶ里さんとわたしの間の距離がじりじりと詰められていく。

「やっ、来ないで、ひあんっ！」

　その恐ろしいモノを近づけないで！　わたしはまだ、いい歳だけど、未開通なんだから！「そらそら、魔導師よ、勇者に犯されて汚されるがいい、怖いだろう、こんな太いモノがお前のいやらしい穴に突っ込まれて、激しく何度も貫かれるのだぞ、ふふふ」

　ほんとにゲスなおっさんである！

　でも、ホントに怖いからやめて！

「や、やめろ、ぐふっ」

　抵抗を封じられた吉野ヶ里さんがわたしに近づいてくる。大剣をぴんと立てたまま。

「いや、あん、や、やめてえっ、ああん！」

　しかし、大変不本意なことに、媚薬効果のある触手に散々いたぶられたわたしの身体は、男性を迎え入れるための準備が完全に整っていた。秘密の場所はすでに充血してぱっくりと開き、穴はヒクヒク蠢いて『早く、早くこの中にそのたくましいものを突っ込んでガンガン動いてちょうだい！』と言って愛液を垂らしている。

　うわあ、わたしの身体もサイテー！

　吉野ヶ里さんばかりを責められない！

「ああ、すまない春奈！」

　無理矢理に身体を反らされた吉野ヶ里さんの熱い猛りが、とうとうわたしの大切な場所に押し当てられた。にゅるん、といやらしい感触がして、思わず身体を震わせた。

「ダ、ダメ、入れちゃダメなのーっ！」

　にゅるんにゅるんと押し当てられたわたしは叫んだ。

「いやあああーっ、入れないでーっ」

「春奈！　責任は取るーッ！」

「ふははははは、犯してやるーッ！」

　３人の叫び声が響く中で、とうとう吉野ヶ里さんのモノが一気に押し込まれた。

「いやあああああああああーッ！」

「うぐううううあああああーッ！」

　それは、長く太く、さすがは勇者！と言える大変立派なモノだったので、わたしの奥の奥まで突き刺さった。しかし、処女なのにもかかわらずキリバス伯爵に感じやすい身体へと作りかえられていたわたしは、初めての合体にも関わらず一気に絶頂に達してしまう。

　そして、その反動で中が収縮し、吉野ヶ里さんのモノをぎゅんぎゅんと締めつけてしまったので、吉野ヶ里さんは悲壮な声を上げた。

「春奈あああーッ！　そんなに締めつけるなあああーっ！」

「やめてえ、ぐりぐりしないでーっ！」

　イってる最中だというのに、身体の奥底を先端でぐりぐりされ、おまけににっくきキリバス伯爵の触手で恥ずかしい肉芽をぐりぐりされ、わたしは身体をのけぞらせて鳴いた。

「やめてえ、死んじゃうーっ！」

　気持ちが良すぎて死にそうだったのだが、キリバス伯爵は痛みと辛さで叫んでいるのだと勘違いし、歪んだ笑いを浮かべて満足げにいった。

「いいざまだが、まだまだ責めはこれからだ。さあ、ライタスティールのおぞましき器官で身体を引き裂かれ、恐怖と恥辱で泣き叫ぶがいい！」

　下劣なゲス野郎である！

「やめろ、キリバス、う……あぐううっ！」

　吉野ヶ里さんの腰がゆっくりと引き抜かれ、腰を打ちつけるように、再び一気に突き刺さった。

「ひゃあああん！」

　ぐちゅり、と卑猥な水音がした。

　もうそこは大洪水である。

「はははははは、そら、もっとヤれ、そら！」

　触手に掴まれた吉野ヶ里さんの身体が前後に振られ、わたしはその凶悪な杭で何度も何度も貫かれて鳴き声をあげた。

「やっ、もうっ、もうっ、ダメ、ダメーッ！」

「愉快、愉快だぞ、さあライタスティールよ、魔導師の中に汚れた欲を吐き出して、お前の花を汚してしまえ！　ふはははははは」

「くあっ、もう、ああ、イく、イってしまう、春奈、春奈、春奈あああーッ！」

「やああああああああーッ！」

　太い男性自身で激しく中を責められたわたしは、とうとう限界に達して、悲鳴をあげながらイってしまい、締めつけられた吉野ヶ里さんの熱い欲望を搾り取ってしまった。

「はははははは、勇者、敗れたり！　これでこの国は我らの……うん？」

　下卑た嘲り笑いをしていたキリバス伯爵が、眉をひそめた。

「なんだ、いったいなにが……」

　完全に合体したわたしと吉野ヶ里さんの右手にある呪印が強く輝き、やがてわたしたちの身体を包んだ。

「な、なんだこの光は……うっ、ぐうううっ！」

　キリバス伯爵が呻き声をあげた。

「ああっ、春奈、春奈！」

　吉野ヶ里さんのモノがわたしの中でびくんびくんと暴れながら、身体の奥に彼の熱情を叩きつけるように吐き出す。

　その度にわたしたちの呪印から光が溢れ、それが魔性化となったキリバス伯爵には辛かったのか、両手で顔を覆い「ぐああああああ、目が、目がああああーッ！」と叫んでのたうち回っている。と言っても、地面から生えているので、くねくねするだけだったけど。

　こういうおもちゃ、どこかで見たな。

　と、一瞬客観的なわたしが思ったが、本体のわたしはそれどころではなかった。

「ああっ、熱いーっ、熱いの、こんなに、出しちゃダメ、ああん、いっぱい過ぎるーっ！」

　苦しむキリバス伯爵の触手から解放されたわたしは、触手が敷き詰められたいわばクッション付きの地面（触手、グッジョブ！）で吉野ヶ里さんに組み伏せられていた。彼は開いたわたしの脚を抱え込み、今や自分の意志でガンガン腰を振っている。もうすでに連続発射したというのに、元気さが衰えることなく振りまくっている。

　その度にゆさゆさと揺すぶられ、一番奥底を吉野ヶ里さんのやる気に満ちた太い先端で激しく突かれ、キュンキュン絡みつく恥ずかしい中を擦って擦って擦りまくられる。

「あん、あん、あん、やあん」

　いいところを狙った的確な攻撃に、なすすべもなく鳴き声をあげてしまう。

　さすがは勇者だけある。モノも逸品であるが、無限の体力とハイテクニックをお持ちのようだ。

「はあっ、春奈の中、熱くて、俺に絡みついて、もっともっとと強請っている、なんて可愛いんだ春奈ああーッ」

　敷かれた触手をクッション代わりにした『勇者のセレスタール』と『魔導師のサグレア』の伝説の合体が今、ここで行われている。

　伝説級なのである。

　横で上半身裸の変態伯爵が悲鳴をあげながら悶えていても、そんなことはお構いなしなのである。

　結合した部分からは、ぐっちゅんぶっちゅんという卑猥な音がして、わたしの中からは吉野ヶ里さんの大放出したものが溢れ出しているという、ムードも感激もまったくない、ただ勢いだけが伝説級な合体なのである。

　客観的なわたしが『勇者の下半身、サイテー』と呟く。

　しかし。

「春奈、春奈、愛している、俺の春奈、俺だけのものだ、俺の子種で孕んでしまえ！」

　などという、女性の気持ちをまったく無視したことを叫びながら、汗を飛び散らせてずんずん腰を打ちつける吉野ヶ里さんに対して。

「ああっ、いいっ、気持ちいっ、太くて固いの、もっとちょうだい、いっぱいしてえっ！」

　と答えてしまうわたしも、やはりサイテーなのであろう。

　いや、すべて媚薬な触手が悪いのだ！

「ああああーッ、いいの、熱いいい、またイく、イっちゃうーッ！」

「春奈、イけ、俺に身体を貫かれてイってしまえ！」

「イく、イく、イく、あああいいいいーッ！」

「くぅっ、俺も、イくぞ、春奈ああああーッ！」

「目が、目がああああああーッ！」

　余計なのが混ざった。

　ふたりで同時にイったので、さあこれでもうお仕舞い……と思いきや、さすがは勇者だけある。そう簡単に終わらない。

　ふたりの身体がまばゆく輝き、キリバス伯爵を苦しませているというのに、まだそこの固さを失わない吉野ヶ里さんは、わたしを貫いたままで笑った。

「春奈、俺のサグレア、愛している。春奈も同じ気持ちなんだろう？　こんなにも肉襞ひだを絡みつかせて……そら」

「あっ、ふあっ」

「そんなに感じて……可愛いな……」

　わたしの目を見つめたままで、吉野ヶ里さんがゆっくりと前後に動く。

　わたしも改めて吉野ヶ里さんの顔を見る。

　キリバス伯爵の触手にエロいことを散々されて身体を弄ばれたため、すっかりエロウーマンになっていたわたしは、吉野ヶ里さんの顔ではなくそれまでは股間ばかりを見てしまっていたのだ。

　乱れた茶色の髪の間からのぞく瞳は、宝石のような濡れたグリーンに輝き、笑みを形作る唇からは甘い吐息が零れ落ち、時折ちろっと赤い舌が見える。

　もともとが整った顔のイケメンなので、いったんセクシーモードに入ると、凄まじいほどの破壊力だ。

　全裸ではないが、魔物との戦いで破れた上に、キリバス伯爵の触手に乱暴に扱われた服の残骸が身体に引っかかり、その筋肉質のたくましい身体が露わになっている。そして、その身体からはすべての怪我が消えていた。

「可愛い……綺麗だ、春奈。この実を食べてしまいたい」

　目を細めながら、吉野ヶ里さんは舌なめずりした。

「ひゃうっ！」

　腰をゆらゆらと動かしながら、彼が長くて骨ばった男らしい指でわたしの胸の頂をきゅうっと摘まんだので、わたしは身体をびくんとさせた。

「あんな魔性化にいじられて、こんなに固く尖らせて……春奈はなんて悪い子なんだ」

「ち、違い、ます、やあん、こりこりしないでえっ！　ああん！」

「こんなに強くこねられて感じてしまうなんて、いやらしい身体になっているな」

　吉野ヶ里さんが、爽やかイケメン勇者からドＳ悪魔にジョブチェンジしたーッ！

「こうやって、こねられながら中を擦られるのが好きなのか」

「違っ、あふうん、ひゃあん」

　両手で乳首を弄りながらゆっくりと挿入した杭を出し入れされて、わたしはたまらずに鳴いた。

「違う、違うの、これはキリバス伯爵が変な触手でいたぶるからっ」

「他の男の名前を呼ぶな！」

「ぐふぉっ」

　吉野ヶ里さんが声を荒げると、呪印から鋭く光る槍のようなものが飛び出し、目を押さえてくねっているキリバス伯爵を貫いた。

　え？　瞬殺しちゃったの？

　勇者コワイ！

「いい子の峰岸くんが、あんなにゲスな魔性の手でこんなにいやらしく開発されてしまうなんて……」

　いやいやいや、あなたはわたしのなにを知ってるんですか！

「清純で真面目な峰岸くんが……」

　全然的外れです！

「魔女服に恥じらう乙女だったのに、今や俺に犯されてこんなに喜んで、恥ずかしい蜜を溢れさせる熟れた女になってしまった……」

　二十七歳にしてお色気魔女服を着せられたら、誰だって恥ずかしいだろうがーッ！

『熟れた女』言うなああああーッ！

「峰岸くん、峰岸くん、ああ、春奈、気持ちいいか？」

「あああん、いい、気持ちいっ、気持ちいいのーッ！」

　ああ、心と体が矛盾してしまう！

「お願い、じらさないでもっと激しくして」

　ああ、おねだりまでしてる！

　もうどうでもいいわ！

「ダメだ。いけない春奈には、俺がたっぷりとお仕置きしてやるからな……ここ……いいんだろ？」

「ひゃあああん！」

　親指で、恥ずかしい場所にある肉芽をくにっと潰されたわたしは、身体を貫く快感に嬌声をあげた。

「そこはダメ！」

「あんな卑猥な触手に散々いじられ、真っ赤に膨らんでしまっているではないか」

　親指で円を描くようにこねながら、太くて熱い棒でわたしの中をえぐる。

「やめ、やめて、吉野ヶ里さん」

「キリバスに弄られるのは良くても、俺には弄られたくないのか」

「ち、違うの、そこはダメなの、ああん！」

「身体はダメだと言ってないようだぞ？　そら、こうしてやる」

　くにくにくにとスピードアップされて、たまらずに身体を震わせて叫んだ。

「お願い、もう許して、イっちゃう、そこ、イっちゃうからぁ」

「ダメだ、許さない。俺がいいと言うまでイくなよ、春奈。淫乱でないなら我慢できるな？」

「無理、お願い、お願い、やめて、ああ、イっちゃう、イっちゃうの！」

「ダメだ！　お仕置きだ！」

「ひゃあああああああん！」

　固くしこった花心を吉野ヶ里さんが摘まみあげて、腰を激しく前後に動かした。

「イく、イく、イく、あひああああああーッ！」

　エロウーマンと化した峰岸春奈はとうとう壊れた。

　わたしはわけのわからない奇声を発しながら、ドＳ悪魔の鬼畜な責めに屈し、昇天してしまったのであった。

「ひやああああーッ、おかしくなっちゃうーッ！」

　イきながら叫んだわたしは……おかしくなった。

「春奈、春奈ああああーッ、ああああーッ、あ、はる、な？　……春奈？」

　同じように叫んだ吉野ヶ里さんも、声の調子がおかしくなった。

「え？　あれ？」

　絶頂の頂点に立ったわたしたちを一際眩いきらめきが包んだかと思うと、ボロボロの服をまとっていた吉野ヶ里さんは、いかにも勇者らしい金のローブを羽織ったピカピカのコスチュームに変身した。

　そしてわたしは。

　わたしは？

『すみません吉野ヶ里さん。わたしは今、どうなってますか？』

「春奈！　やっぱり春奈？」

『はい、峰岸春奈です』

「き、君、君は……剣に、なってるんだけど……」

　わたしは、一振りの剣になっていた。

『あー、やっぱり！　さっき頭の中で【勇者の聖剣ハルナよ！】って声が響いたから、なんか嫌な予感がしたんですよね。魔女の次は無生物ですか。なかなか節操のない世界ですね、ここ。そうですか、剣ですか』

「いや、その……確かに節操がないな。誠に申し訳ございません」

　吉野ヶ里さんから真摯な謝罪を受けたが、なんの役にも立たない。

　立派に立つのはあそこだけ……失礼。

「ぐ……ぐぬぬ、勇者め！」

　おお、キリバス伯爵がまだ生きていた。さすがは悪役だ、やられたと見せかけての卑怯な反撃か？

　わたしたちが光らなくなって視力を取り戻したキリバス伯爵は、眉間にしわを寄せ目を爛らん々らんと光らせて、わたしたちを睨にらんでいた。

　そして、その後ろには、影の薄い人の良さそうなもうひとりのキリバス伯爵が、なにやら剣を横に振るう仕草をしてはこちらを拝んでいる。

『え？　スパッとやっちゃって欲しい？』

　ジェスチャーを見てわたしが尋ねると、半透明のキリバス伯爵（本人の魂）がうんうんと頷いて、親指で首をかっ切る仕草をして見せる。

『ほほう、ひと思いに首をスッパリといって欲しいのですね。吉野ヶ里さん、良いキリバス伯爵が、そのように訴えてきていますがどうしますか？』

「良いキリバス伯爵？　ああ、またなにかが春奈には見えるんだな。わかった」

　吉野ヶ里さんはそう言うと、わたしを構えた。

　あ、そういえばわたしは剣だった。

「キリバス伯爵、覚悟しろ！」

「ぎゃあああああああ！」

『待って待ってうっきゃああああああーっ！　やっちゃったああああーっ、キモ！　首ちょんぱとか超キモ！』

　そうなのだ。

　剣を握ると途端に勇者モードになるのか、あらかっこいいじゃないの、なんてうっかり吉野ヶ里さんの顔に見とれている隙にわたしがぶんと振られ、地面から生えたキリバス伯爵の首をはねてしまった。

　人間としての峰岸春奈にとっては非常に気持ちが悪い行為なのだが、『勇者の聖剣ハルナ』としては全身をゾクゾクするような『やり遂げた感』が貫き、正直快感なのである。

　ヤバいわ、これ、癖になるわ。

　ああ、このままわたしがシリアルキラーになってしまったらどうしよう？

　頭がなくなったキリバス伯爵を見ると、影の薄い方のキリバス伯爵がぱああああーっと爽やかな表情になり、嬉しそうに両手をこちらに振りながら金色の光になるところであった。どうやら不幸な魂は昇天したらしい。

　どうやらわたしには、ものすごい力がありそうである。

　魔性化の方のキリバス伯爵は、身体は風化したように崩れ、触手がすべて干からびて、枯れたツタのようになっている。そして、頭だけがころんと転がっている。

『吉野ヶ里さん、今度こそ魔性のキリバスをやっつけたんですか？』

「確認しておくか。しぶといやつだから……ああっ、まだ生きてるぞ！」

『しぶとーい！』

　あっぱれ、キリバス伯爵。

　首から短い触手が生えて、ちょっと根っこの生えた玉ねぎみたいになって「ぐぬぬぬっ」と呻いている。

「おのれ、これしきでこのわたしが……」

『吉野ヶ里さん、このままだと地面に植えたらまた新しいキリバス伯爵が生えてくると思います。息の根を完全に止めるためにみじん切りにしてもいいですか？』

「は、春奈くん！　頭をみじん切りに、だと？　そんな潔い決断をするとは、君は身も心もすっかり剣になってしまったようだな」

　しまった！　人の心を失ってしまうところだった！

　でも、あの頭をめちゃくちゃ斬りたい。斬って斬って斬りまくって、みじん切りにしたくてたまらないのだ。

　吉野ヶ里さんに髪を掴まれてぶら下げられたキリバス伯爵が、みじん切りの恐怖にブルブル震えた。

「ゆ、勇者ライタスティールよ、確かにわたしは魔性化で、卑劣な真似を『魔導師のサグレア』に行ったが、しかしだな」

『みじん切り！　みじん切り！　みじん切り！』

　わたしは魔性キリバスの言葉を遮った。

「こらこら、春奈、そんなに興奮しなくても」

「そんな悪いやつの言葉を聞いてはなりませんよ、勇者ライタスティールの吉野ヶ里さん！　絶対に後で後悔しますからね」

「待ってくれええええーッ！　わたしは、魔導師を気持ちよくした上にお前に挿入を譲ってふたりまとめて気持ちよくしただけではないか？　魔性の割にはそれほど悪いやつではない、そうだろう？」

『みじん切り！　みじん切り！　みじん切り！』

　わたしはみじん切りコールをする。

「……そう言われてみると、確かにそうかもしれないな……」

　その前に散々魔物たちにボコボコにされたことを忘れたのか、吉野ヶ里さんは考え込んだ。

　このお人好し勇者！

「うん、みじん切りにされるほどの悪行を働いていない気もしてきたな……わたしとしても、可愛い春奈といたすことができたし……」

　最後の方はぼそぼそと呟き、口元にはえっちなことを思いだしたのか笑みまで浮かべている。

　吉野ヶ里さん、サイテー！

　確かにものすごく気持ちよかったけど！

「だから、今回だけは、命だけは助けてくれないか、ライタスティールよ。もう二度と悪行は働かないことを誓おう」

『信じちゃダメです！　みじん切り！　みじん切り！　みじん切り！』

「うーん……しかし、命を助けると、また地面から生えてきて今度は復讐の鬼とかなんとか面倒くさいものに育ちそうな気がするし……」

　キリバス伯爵の頭がギクッとなった。

　図星なのだろう。

　どうせ『ふははははは、騙されおって、甘っちょろい勇者めが！』とかいってもっと根性の悪いことをするに違いない。

『そうですよ、やはりここはみじん切りに』

「春奈！　俺は可愛い春奈に頭のみじん切りをさせたくないのだ」

　ええっ、楽しいと思いますよ？

「とにかく、みじん切りにせずにキリバス伯爵の復活を阻止できればいいのだな……」

　吉野ヶ里さんは持っていたキリバス伯爵の頭をその辺に転がすと、枯れたツタ状の触手を数本しごいて強度を確認し、素早く編み始めた。そして、あっという間に触手のネットを作ってしまった。

『吉野ヶ里さん、手先が器用ですね』

「勇者として様々な経験を積んでいるからな」

　吉野ヶ里さんはそう言いながら、キリバス伯爵の頭をネットの中にしまった。

「おい、なにをする？　出せ！　ここから出せ！　おい！」

　そして、彼は天井の岩が出っ張ったところにネットを縛りつけてしまった。

「これなら地面に着かないから、復活できないだろう」

『おお、これは玉ねぎを軒先にぶら下げて保存するあれに似てますね』

「このまま長期保存が可能だな」

「おのれえええええーッ！　下ろせ！　下ろせえええええーッ！」

「下ろすわけがないだろう」

『わかって言ってるんだから、放っておきましょう』

「下ろせえええええーッ！」

『魔性キリバスはこのままゆっくりと水分が抜けて、延々と枯れる苦しみを味わうわけですか。ふふっ、吉野ヶ里さんったら意外にブラックなことをしちゃいますね』

「わたしは勇者だから、人々に苦しみを与える残虐な魔性には容赦がないのだ」

『やだかっこいい』

「照れるな」

　ひとつの戦いを終えたわたしたちは、和やかに会話をした。

　ネットの中の魔性キリバスは、顔をひきつらせた。

「延々と……やめろ、下ろせ、ここから下ろせ、それでも勇者か、残酷すぎると思わないのか！」

「じゃあ、もう戻りましょう。地上にはまだ、斬らなければならない魔物がいるんですよね」

「ああ、我々は力を合わせて使命を果たさなければならない。行こう、春奈くん」

『はい』

「ここから下ろしてくれーっ、みじん切りでもいいから、ひと思いにやってくれ、おーい、行くなー、行くああああああーっ」

　わたしたちは叫び続けるキリバス伯爵を放置して、まだ魔物たちが跋扈している地上に戻った。

「春奈くん、行くぞ。地上ではまだ魔物が軍を襲っているかもしれない」

　なにもかもがキラキラ光って、正統派のイケメン勇者に見える吉野ヶ里さんは、剣となったわたしに言った。爽やかに笑う口元からこぼれる輝く白い歯。とてもさっきまでわたしの脚を抱えるようにして自分の腰を振りまくり、ギラギラの情欲にまみれていたエロエロ男性と同一人物には思えない。

「『勇者の聖剣ハルナ』という強力な武器を手にしたわたしはきっと無敵だろう。さあ春奈くん、ふたりの初めての協同作業だ！」

　なんなのそれは。

　妙な含みを持たせるのはやめて欲しい。

　わたしは不思議な声（剣には口がついていない。しかし、どこかが震えるので喋しゃべれるのだ）で言った。

『吉野ヶ里さん、名前呼びはご遠慮ください。セクハラにあたります』

「え？」

　わたしこと『勇者の聖剣ハルナ』を手に持った吉野ヶ里さんは、颯爽と飛び出そうとしてずさっと止まった。

「セクハラって……しかし、わたしと春奈くんは身も心も深く結びついた『呪印の契り』ではないのか？　たからこその、この変化があったのではないのか？」

　キリバス伯爵に無理矢理結びつけられちゃっただけである。

　まだ正式な交際を申し込まれていない関係なのだ。

「いまさら峰岸くん呼びをしろというのか？」

『はい』

「気になるなら、君もわたしをライトと呼んでくれれば……」

『職場の先輩として敬意を込めて、『吉野ヶ里さん』と呼ばせていただきます』

「くうっ、なんていうクールな対応！　たまらんな！」

　頬を染め、なぜに悶える？

「……では、聖剣ハルナよ、魔物たちを倒しに行くぞ」

『頭に『聖剣』をつけてごまかすのはやめてください』

「山のような魔物を、片っ端からざっくりばっさりと斬り捨てに行こう。気持ちいいぞ、魔物を斬り放題だぞ、聖剣としてこんな快感はないぞ！」

　爽やかな笑顔で血生臭いことを言う勇者ライタスティール。

　いいのか？

　それに、魔物を斬り裂くのを『快感』とかいうのはわたしに失礼だ。

　確かに、わたしは剣だから、こう、なにかを斬るのがお仕事だから。

　でもしかし。

　一応未婚の乙女なのだ。

『よ……吉野ヶ里さん……人を殺人鬼みたいに言うのは……』

　そんな、魔物を叩き斬るとか……ああ、ヤバい！

　ヤバいわ！

　たぎるわ！

「斬りたいんだろう？　うん？　本当は斬りたいんだろう？」

　そんなわたしに低く笑いながら語りかける勇者。

『いえ、わたしは……わたしは魔物たちを斬りたくなんか……』

「春奈、嘘をついたらいけないな。さあ、どうして欲しいんだ？」

　吉野ヶ里さんは、緑色の瞳を底光りさせ、わたしの刀身を人差し指の先でつうっとなぞった。

『ああっ、ダメ！　そんなことしないで！』

「春奈……こんなに刃を光らせて……さあ、どうしたいんだ？」

『ち、違うの、斬りたく、なんか……あっ』

「悪い子だな、本当はここをどうされたい？」

　人差し指で、刃を弾かれた。

『ああん！　もう堪忍して、我慢できない！』

　斬り……たい！　魔物たちを斬り捨てたい！

　斬って斬って斬って斬りまくってしまいたい！

『斬りたああああい！』

「よしイくぞ、聖剣ハルナ！」

　満足そうな吉野ヶ里さんは、地上へ向かって猛ダッシュした。




「殿下、ご無事でしたか！　そして、その立派なお姿は!?」

　戦の責任者のタイガさんが、光り輝く勇者の姿を見て駆け寄ってきた。

「うむ、『勇者のセレスタール』と『魔導師のサグレア』の契りが、一層の深まりを見せたのだ。魔導師は今、聖剣となっている」

「聖剣？」

『タイガさん、お疲れさまです。魔導師ハルナは聖剣ハルナになりました』

「剣が喋ったああーっ？　え？　ハルナ、さま、ですか!?」

　タイガさんが超ビビっている。やはり、この世界でも人が剣になるのは珍しいことのようだ。ちょっとほっとした。

『こんな姿で失礼いたします』

「いいえ、こちらこそ失礼なふるまいをいたしまして、申し訳ございませんでした」

『いえいえ、非常識な姿になったのはこちらですので、どうかお気になさらず』

「お前たちが礼儀正しいのはわかったが、今はそれどころではないぞ！」

　おっと、吉野ヶ里さんの言うとおりだ！

　わたしたちは「イってくる！」『イってきます！』と声を合わせて、魔物の群れに突っ込んで行った。




『聖剣ハルナ』と勇者のペアは無敵であった。

　わたしは勢いに乗って『ヤるヤるヤるヤるううううーッ！』と叫びながら魔物たちを切り裂き、金色のキラキラに変えていく。

　溶けかけたバターよりも簡単に斬れてしまうのだ。吉野ヶ里さんの一振りで、三匹も四匹も斬れてしまう。そして、勇者のコスチュームは華やかなだけではなく防御力も高いようで、毛一筋の傷もつけられない。

『うふふふふふふ、斬る斬る斬る斬るーッ！』

　興奮したわたしの刀身から金のオーラが吹き出し、今度は一振りで30匹も40匹も斬れてしまう。

「はははははははははははははははは」

『ふふふふふふふふふふふふふふふふ』

　なんという危険で容赦のないふたりであろう。

　震え上がってろくに抵抗できない魔物たちをわたしたちはせっせと倒し、とうとうすべてを金の光に変えてしまった。

　こうして、キリバス伯爵の卑怯な企みは『勇者のセレスタール』と『魔導師のサグレア』によって阻止され、スヴェンダルガの国に平和がもたらされたのであった。




「どうしてだ、春奈？　わたしたちは深く結びつきあい、力を合わせて魔物の軍団を倒したではないか。なのに、どうして……」

「吉野ヶ里さん、離してください。これはセクハラです」

　わたしを腕の中に閉じ込め、勇者は悲しげに言った。

「春奈、そんなに冷たい対応をしなくても……」

「峰岸です。そして、あれは不幸な事故です。わたしたちは単なる会社の先輩と後輩です」

「違ううううーッ！　『勇者のセレスタール』と『魔導師のサグレア』で『呪印の契り』なのだ！」

　魔性キリバスと魔物軍団との熾し烈れつな戦いは、我々の完全勝利で終わり、わたしも無事に人間の姿に戻った。

　そして、あれから毎日勇者ライタスティールこと吉野ヶ里さんにプロポーズされている。

「『魔導師のサグレア』は、ここでの一時的なお仕事ですから。わたしは一年経ったら日本に帰りますし」

「ふたりで一緒に帰ろう！　そして、日本でも結婚しよう！　だから、頼む、わたしの花嫁になってくれ春奈！　わたしには君しかいないんだ！」

「それはおそらく、一時的な錯覚ですよ」

「違う、愛だ！」

「わたしのどこがいいんですか？　アラサー平凡ＯＬですよ」

「そのすべてだ！　対応はクールながら、相反して情熱でエロエロなからだ……ぐあああああーっ！」

「エロ言うな、この変態！」

　わたしが振った杖から出た雷撃を受け、倒れてビリビリ痺れながら「わたしのハートをこんなに痺れさせる女性は春奈だけだ……」と笑っている。腐っても勇者ライタスティールである、この程度の攻撃ではたいしたダメージを受けないのだ。

　それにしても、彼はすっかり変態化している……わたしをときめかせたイケメンスーツ男子はどこに行った？

「わたしが吉野ヶ里さんのようなモテモテ男性とは釣り合わないことは、充分自覚しています。日本でも派手に遊んでいたんじゃないですか？」

「それはとんでもない誤解だ！」

　痺れがおさまった吉野ヶ里さんは、立ち上がるとわたしの肩を掴んだ。

「わたしが日本にいたのはあくまでも訓練のためだし、こちらでの戦いも並行して行っていたため遊ぶ時間などなかった。だから、こんなに親しくなった女性は春奈だけだ。わたしはこの国の王子だから、恋愛など関わりがなく、結婚も政略結婚だと幼い頃から覚悟していたんだ」

「……本当ですか？　あんなに人気があったのに？」

「本当だ」

　吉野ヶ里さんのカミングアウトを聞いて、わたしはうーん、と唸った。

「しかし、その覚悟は今、非常に揺らいでいる。わたしは君に恋してしまったし、君以外の誰とも結婚したくないんだ。幸い呪印花で結ばれているし、わたしたちの結婚はこの国の誰からも祝福されるだろう。だから、どうかわたしと結婚してくれないか？」

「どうしようかな……」

「悩んだ時には実行する、それが最善の道だ！」

「じゃあ、お友達から始めましょうか」

「あんなに熱い愛を交わし合ったのに、お友達からと……ぐああああああーっ！」

「熱い愛言うな、アレは事故ですから！」

　わたしはもう一撃電撃をくらわせた。

　毎日この調子だから、熱烈過ぎて少々うっとうしいのだが……こんな変態勇者の相手ができる女性はわたしの他にはいないのではないか？　などと思い始めていることは秘密である。

「春奈、わたしのサグレア、絶対にあきらめないからな」

　まだ痺れているのか、ふらつきながら立ち上がった吉野ヶ里さんは、髪をかきあげてふっ、と笑った。

「殿下、大変です！　北の砦から連絡が……」

　宰相の使いが部屋に飛び込んで来た。

「イズリカ様の軍が、魔物の群れに囲まれて危機に陥っています」

「姉上が？」

「行きましょう！」

「ああ！」

　わたしと吉野ヶ里さんは、ドラゴンの元へと走る。

『勇者のセレスタール』と『魔導師のサグレア』の出陣だ。

　スヴェンダルガはわたしたちが守る！





ＦＩＮ．　　
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